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困ったときは 


付録 


本史[品について 


本製品は、民 oHS 指令準拠モデルでちり、民 oHS 指令に準拠し 
ていないモデル（が下、非準拠モデル）と区別するために、製 
品名の末尾が「民」になっております。ただし、 マニュアル や 
設定画面、フロントパネルについては、非準拠モデルと共通 
のものを使巧しておりますので、製品名末尾の「民」は記載し 
ておりません。あらかじめご了承ください。 

※本製品の使用方法や機能は非準拠モデルと同じですので、添付マ 
ニュアルを参照してください。 

X 民 oHS 指令についての詳細は、弊社ホームページ 
( http :// buffab . jp / environment /) を参照してく ださい。 












■本書の著作権は靡社に帰属しまず。本書の一部または全部を靡社に無断で転載、複製、改変などを巧うこ 
とは禁じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式尝社バッファローの商標でず。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の 
商標または登録商標です。 

本書では™、®、魯などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があ 
り、現に購入された製品とは一部異なることがありまず。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありまし 
たら、お買いまゆになった販売店または弊社サポートセンターまでご連路ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器 L 乂外として使巧さ 
れたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねまずので、あらかじめご了承ください。 
-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使巧し 
ないでください。 

-一般 0 A 磯器よりも高い信頼性が要求される機器や電算磯システムなどの用途に使巧ずるときは、ご使 
巧になるシステムの安全設計や故障に対ずる適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使巧されることを前提に設計、製造されていまず。日本国外では使用しないで 
ください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 
■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当ずるものについ 
ては、日本国外への輸出に際して、曰本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要でず。 

■本製品の使巧に際しては、本書に記載した使用方まにおってご使巧ください。特に、注意事項として記載 
された取販方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しまずが、記憶されたデータが消失-破厦した場 
合については、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場をまたは記憶装置に接続 
して使用するものである場合は、本書に記載されたま意事項を遵守してください。また、必要なデータは 
バックアップを作成してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、またはバックアップの作成を 
怠ったために、データを消失-破案に伴ラ損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねま 
ずのであらかじめご了承ください。 

■本製品に起因ずる債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過失が 
あった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致しまず。 

■ 本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該3段疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品 
に交換致しまず力、‘、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。 




ま全にお使いいただくために必ずお守りください 

お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために 
守っていただきたい事項を記載しました0 

正しく使用するために、必ずお読みになり、内容をよく理解された上でお使いください。なお、 
本書には弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだ パソコン システム運用全般に関する注意事 
項も記載されています。 

パソコンの 故障/トラブルや、いかなるデータの消失•破損または、取り販いを誤ったたゆに生 
じた本製品の故障/トラブルは、弊社の保証が象には含まれません。あらかじめご了承くださし、。 


■使用している表示と給記号の意昧 
警告表示の意巧 


A 警告 

絶対に巧ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守ら 
ないと、使用者が死 t または、重傷を負ラ可能性が想定される内容を示して 
います。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生 
が考えられる内容を示しています。 


絵記号の意巧 


A 

A は、警告•ミ主意を促す記号です。 A の近くに具体的な警告内容が描かれています。 
(例：逆^感電を意） 

Q 

〇に斜線は、してはいけない事項（禁止事項）を示す記号です。 

〇の中やおくに、具体的な禁止事項が描かれています。（例：®分解禁止） 

• 

♦は、しなければならない行為を示す記号です。 

♦の近くに、具体的な指示内容が®かれています。 

(例：を電源プラグをコンセントからおく） 


A 警告 


® 本製品の分解や改造や修理を自分でしないでくださし、。 

火災や感電の恐れがあります。 

分解禁止 


〇 ケーブル、 コネクタ ー類にルさなお子様の手が届かないよラに機器を配置してくださ 
い。 

けがをする危険があります。 


0 濡れた手で本製品に触れないでください。 

感電、故障の原因となります。 

禁止 
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A 煙が出たり変な臭いや音がしたら、パソコンおよび周辺機器の電源スイッチを OFF に 
し、 AC コンセントから電源プラグを抜いてください。 

電源巧グ中 そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。 
抜く 弊社またはお買い求めの販売店にご相談ください。 

C 本製品を落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

衝撃を与えてしまったときは、本製品が故障して、火災や感電の原因となります。 

電源プラグを 弊社またはお買い求めの販売店にご相談ください。 

抜く 

A 本製品に液体をかけたり、異物を内部に入れたりしないでください。 

^ 液体や異物が内部に入ったまま使用を続けると、ショートして火災になったり、本製 
載原プラグ* 品およびノくソコンの故障の原因となります。 

抜く 弊社またはお買い求めの販売店に ご 相談ください。 

0 電源ケーブルを傷つけたり、加工、加熱、修復しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 

巧 止 ♦設置時に、電源ケーブルを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないでく 
雨 ださい。 

参重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。 

♦熱器具におづけたり、過熱しないでください。 

♦電源ケーブルをおくときは、必ずプラグを持っておいてください。 

♦極端に曲げないでください。 

♦電源ケーブルを接続したまま、機器を移動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社サポートセンターまたは、お買い求めの販売店 
にご相談ください。 

〇 電源ケーブルは、 AC コンセントに完全に差し化んでください。 

差し込みが不完全なまま使用するとショートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れが 
強制 め0ます。 

〇 本製品に接続ずる電源ケーブルは、必ず本製品付属のものをお使いください。 

本製品付属が外の電源ケーブルをご使用になると電圧や端子の極性が異なることがある 
ため、発煙、発火の恐れがあります。 
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成を意 

〇 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミ 
サッシなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くよラにしてください。 

帛 J 人体などからの静電気は、本製品を破損、またはデータを消失•破損させる恐れがあ 
ります。 

〇 各接続コネクターのチリ•ホコリ等は、取りのぞいてください。 

故障の原因となります。 

強制 

^次の場所には、設置および保管をしないでください。感電、火災の原因となったり、製 
〇\)品に悪影響を及ぼすことがあります。 

-強い磁界、静電気が発生するところ -直射日光が当たるところ 

故障の原因となります。 故障や蜜形の原因となります。 

•振動が発生するところ •火気の周辺、または熱気のこもるところ 

けが、故障、破損の原因となります。 故障や蜜形の原因となります。 

•平らでないところ -漏電、漏水の危険があるところ 

転倒したり落下して、けが、故障の原因故障や感電の原因となります。 
となります。 . ほこりの多いところ 

故障の原因となります。 

O 100 V 電源のコンセントより電源を供給してください。 

100 V 獻外のコンセントから電源を供給すると本製品力 《 正しく動作しない恐れがあります。 

強制 

〇 本製品に接続されているケーブルに足を引っかけたり、引っ張ったりしないでくださし、。 

本製品の破損や思わめけがを招く恐れがあります。 

強制 

〇 本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、各地ち自治体にお問い合わせください。 

強制 
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特長 

製品概要 


特長 


本製品のおもな特長は次のとおりです。 

八ードウエァ 

• 全ポート AUTO MDIX 対応 

• 内蔵バッファー:256陆 ytes (パケットバッファー) . BS - POE - 2008 MR / BS -2108 M 民 

51 2 kbytes (パケットバッファー） . BS -2016 M 民 

• LED インジケーター搭載 
•民 S 232 C ポート搭載 

• 全ポート PoE (圧 EE 802,3 af 準拠）対応 < BS - POE - 2008 M 民のみ> 

レイヤー2スイッチング 

- 802.3 X フローコントロール、バックプレッシャー機能搭載 
• スルー プット 100M: 148810 pps、10M:14881pps 
• スパ ニングツリ ー (IE 邸802.1 d / lw ) サポート 

• VLAN 対応、 IEEE 802 .1 Q タグ VLAN 対応 

VLAN グループ数:256 、 VLAN の：1〜511 . BS - POE - 2008 MR / BS -2016 M 民 

VLAN グループ数:256 、 VLAN の：1〜4094 . BS -2108 MR 

• トランキング(2、3、4ポート単位)対応（固定または LACP による） 

BS -2016 MR は、ポート1〜8のみトランキングに対応します。 

-ポートミラーリングサポート 
• 最大4096件の MAC アドレスをエントリー巧能 
. ブロードキャストストームコントロール 
• マルチキャストストームコントロール 
- HOL ブロッキング防止機能搭載 

管理機能 

本製品には設定用 IP アドレスがありますので、競合しない IP アドレスを初期設定していただく 
必要があります。（手順は「本製品の設定画面にログインする」 （ P 20) をご参照ください） 

• SNMP V し V 2 c サポート 

• MIB II、 Bridge MIB、RADIUS MIB 、 E 出 erlike MIB 、 P-Bridge MIB 、 Q-Bridge MIB 、 

Interface MIB 、 民 MON MIB、Private MIB サポート 

• 民 MON 1、2、3、9 グループサポート （ Statistics 、 History 、 Alarm 、 Event ) 

• WEB 、 TELNET ( CLI ) 、 Console にじ）による各種設定が可能 
- TFTP によるファームウエアアップグレード機能^1 

• TFTP による設定の保存/復元 》 L 
-ログ機能 

• SNTP サポート（手動での時刻設定はできません） 

《1別途、 TFTP サーバーが必要です。 TFTP サー八"一の設定は、 TFTP のマニュアルを参照してください。 
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第 1 章製品概要 


セキュリティー機能 

. ユーザー名、パスワード 

• マネージメント IP 、 マネージメント VLAN サポート 
• 圧 EE 802 .IX 対応 ( EAP - MD 5、 EAP - TLS 、 EAP - TTLS 、 EAP - MS - PEAP ) 

• RADIUS 認証 

• MAC アドレスフィルタリング 


QoS 機能 

• パケットプライオリテイ （4 しべル。ポートベースまたは IE 邸 E 802かによる） 

• WR 艮または Strict による QueueScheduling 

• DSCP/IP Precedence 


PoE 機能 （ BS - POE - 2008 MR のみ） 

• 圧 EE 802.3 af に準拠した受電装置検出 （ Detection )、 クラス分類に lassification ) 対■応 
• 圧 EE 802.3 af に準拠した過電流保護機能 
• 各ポート最大供給電力を設定可能 
• PoE による最大供給電力 60 W 
• パワーマージン設定可能 （10/15/20 W ) 


ノッケージ内容 


パッケージには、次のものが個包されています。万が一、不足しているものがありましたら、お買い 
求めの販売店にご連絡ください。 

-スイッチ(本体） . 1台 

• 電源ケーブル ( AC 100 V 用） . 1本 

• 3 P -2 P 蜜換 コネクター . 1個 

• シリアルケーブル (9 P -9 P ) . I 本 

-ゴム足 . 4個 


• 19インチラック取付金具 ( BS -2108 M 民は除く） . 2個 

• 壁取付金具 ( BS -2108 M 民のみ） . 2個 

• 取付金具固定巧ネジ . 8個 

•化粧ビス馆 S -2108 M 民は除く） . 4個 

-シリアル番号シール . 1式 

-導入ガイド（本書•保証書つき） . 1冊 

• Business Switch シリーズ ゾニュ アル CD . 1枚 
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各部の名称とはたらき 

各部の名称とはたらき 


< BS - POE -2008 MR > 


BUFFALO 

>961)0 Dcs-I-N-D 

Switch 1 Inletlirrnl PoF ^wirrh 

B3-POE-200SM 

12 3 4 5 6 7 8 

品 ロロロロロロロロ 

1.コンソールポート 

I 一 

2.インジケーター 3.1008み5£-下乂/108み5£-下ポート 

4. 電源コネクター 

1 


100-240VAC 


1. コンソールポート 

付属のシリアルケーブルで、本製品とコンピューターをコンソール接続するときに使用します。 

2. インジケーター 

本製品の前面パネルに配置されています。各 LED の機能は次のとおりです。 


LED 

が態 

Power (緑） 

点灯:電源 ON 
ミ肖灯:電源 OFF 

PoE (縁/怪） 

録点灯： PoE 給電中 

檔点灯：負荷が規定値を超えたときまたは回路の短絡を検出したとき 
檔点滅：全体の電力供給量が最大値を超えたとき 
消灯： PoE 給電していないとき 

Link/ACT (緑/檔） 

点灯(緑）： 100M リンク確立時 

点灯(檀）： 10M リンク確立時 

点滅(緑/檔）：データ送受信時 
消灯： リンク未確立時 


3. 1 00 BASE - TX /1 OBASE-T ポート 

各ポートは、 Auto Negotiation をサポートしています。最適なデュプレックスモード（半二重/全二 
動と通信速度 （lO/lOOMbps) が自動的に選択されます。本製品に接続する装置が AutoNegotiation を 
サポートしていない場合は、そのポートの通信方式を手動で設定できます。 

また、各ポートは AUTO-MDIX をサポートしています。相手のポートタイプを自動判別して接続す 
るため、スし一!^ケーブルおよびクロスケーブルを使い分ける必要がありません。 

^ただし、通信速度やデュプレックスモードなどを固定で設定すると、 AUTO-MDIX 機能が無効とな 
ります。 

4. 電源コネクター 

付属の電源ケーブルを接続します。 


製品概要 


Business Switch 導入ガイド 
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第 1 章製品概要 

< BS-2108MR > 



BUFWm ^i,rh iniHRHH Switch I 

JTo 0 0 0 0 BS POE ZOOBM 


.....U に;]に;] [][][][] 口 


I I - . - 1 



1 .コン ソールポート 2 .イン ジケーター 3.100 BASE - TX /10 BASE - T ポート 


4. 電源 コネクター 



1- コンソールポート 

付属のシリアルケーブルで、本製品とコンピューターをコンソール接続するときに使用します。 

2- インジケーター 

本製品の前面パネルに配置されています。各 LED の機能は次のとおりです。 


LED 

状態 

Power (緑） 

点灯:電源 ON 
消灯:電源 OFF 

Link/ACT (緑/檔） 

点灯(緑）： 100 M リンク確立時 

点灯(檔）： 10 M リンク確立時 

点滅(緑/撞）：データ送受信時 
消灯： リンク未確立時 


3. 1 0OBASE-TX/1OBASE-T ポート 

各ポートは 、 Auto Negotiation をサポートしています。最適なデュプしックスモード（半二重/全二 
重）と通信速度 （10/10 日 Mbps ) が自動的に選択されます。本製品に接続する装置が A 山 oNegotiation を 
サポー!^していない墙合は、そのポートの通信方式を手動で設定できます。 

また、各ポートは AUTO - MDIX をサポートしています。相手のポートタイプを自動判別して接続す 
るたゆ、ストしートケーブルおよびクロスケーブルを使い分ける必要がありません。 

ただし、通信速度やデュプしックスモードなどを固定で設定すると、 AUTO - MDIX 機能が無効とな 
ります。 


4. 電源コネクター 

付属の電源ケーブルを接続します。 
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< BS -2016 MR > 


各部の名称とはたらき 


1. コンソールポート 

付属のシリアルケーブルで、本製品とコンピューターをコンソール接続するときに使用します。 

2. インジケーター 

本製品の前面パネルに配置されています。各 LED の機能は次のとおりです。 


LED 

状態 

Power (緑） 

点灯:電源 ON 
ミ肖灯:電源 OFF 

Link/ACT (緑/慢） 

点灯(緑）： 100 M リンク確立時 

点灯(穫）： 10 M リンク確立時 

点滅(緑/撞）：データ送受信時 
消灯： リンク未確立時 


3. 1 00 BASE - TX /1 OBASE-T ポート 

各ポートは 、 Auto Negotiation をサポートしています。最適なデュプしックスモード（半二重/全二 
重）と通信速度 （ lO / lOOMbps ) が自動的に選択されます。本製品に接続する装置が A 山 oNegotiation を 
サポー!^していない墙合は、そのポー!^の通信方式を手動で設定できます。 

また、各ポートは AUTO - MDIX をサポートしています。相手のポートタイプを自動判別して接続 
するため、ストレートケーブルおよびクロスケーブルを使い分ける必要がありません。 

ただし、通信速度やデュプしックスモードなどを固定で設定すると、 AUTO - MDIX 機能が無効とな 
ります。 

4. 電源コネクター 

付属の電源ケーブルを接続します。 


1.コンソールホート 


BUF^^LO Intelligent Smtch bs- 2016 M 

1 3 5 7 9111315 

13 5 7 

凸己凸凸 

9 11 13 1 己 

凸己凸凸 

南 

rflHTlfSSSwUch 1 2 4 6 810121416 

? 4 R B 

甘甘百甘 

in 1? 14 16 



2 .インジケーター 3.100 BASE-TX/10BASE-T ポート 

4. 電源コネクター 

10 叫扣 SO/6QH2 


製品概要 
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MEMO 


14 


Business Switch 導入ガイド 




設置場所の選択 


設置とネットワーク接続 


設置場所の選択 


本製品は、平らな場巧、壁または19インチラック （ EIA 規格）に設置することができます。設置場所 
を決ゆるときには、次の点に注意してください。 

• AC 100、50 〜 60 Hz の電源を用意してください。 

• 温度〇〜45で、湿度10〜90%に保たれる、結露しない場所に設置してください。 

-他の機器や壁などで、本製品の通風□をふさがないでください。 

-ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所には設置しないでください。 

-直射日光、熱源および電磁波の影響が大きい場所を避けて設置してください。 

-本製品を2台が上積み重ねて設置しないでください。 


設置 


本製品は、平らな場巧、壁や19インチラックに設置できます。設置方法別に手順を説明します。 
《ここでは、 BS - POE - 2008 MR のイラストを用いて説明します。 

平らな場所に設置する 

次の手順で設置してください。 

1 本製品の底面に、付属のゴム足4個を取り付けます。 



2 

3 


AC コンセントに近い平らな場所に本製品を置き、本製品の周困に通気のための 
スぺースを5 cm W 上確保します。 

r 電源ケーブルを接続する J ( P .18) に進んでください。 


設置とネットワ—ク接結 


Business Switch 導入ガイド 
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壁に取り付ける 

本製品を壁に取り付ける場合は、付属品が外に次のものが必要です。 

•壁取付巧ネジ4本 
-ドラィバー 

次の手順で壁に固定してください。 

※ここでは、 BS - POE - 2008 M 艮のイラストを用いて説明します。 

1 付属のネジで金具を本製品側面に取り付け、市販のネジで壁に取り付けます。 



マグネットキッ h (別売: BS - MGK - A ) を使うとスチール製の机や棚に設置することができ 
ます。 


2 「電源ケーブルを接続ずる J ( P .18) に進んでください。 
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設置 


19インチラックに取り付ける 

本製品をラックに取り付ける場合は、付属品が外に次のものが必要です。 

•ラック取り付け用ネジ4本 
• ドライバー 

• 19インチラック取付金具(別売: BIJ - RMK - IU ). BS -2108 M 民をお使いの場合のみ 

本製品をラックに取り付ける前に、次の点にを意してください。 

fmm • ラック内の温度は室温より高くなりやずいため、ラック環境の温度が指定された動作 
温度範囲（「おもな仕様 J ( P .96)) であることを確認してください。 

• ラックに取り付けた装置の上に他の装置を積み重ねないでください。 

• ラックに電力を供給ずる回路が過負荷にならないようにしてください。 

• ラックに取り付けた装置は、適切にアースされていなければなりません。供給電源接続 
時は、主電源への直接接続時 L 乂上にま意してください。 

次の手順でラックに固定してください。 

义 ここでは、 BS - POE - 2008 MR のイラストを用いて説明します。 

1 付属のネジで金具を本製品側面に取り付けまず。 

底面にゴム足を付けている場合は、取り外します。 



2 添付のネジ4本で、本製品をラツクに固定します。 



設置とネツトワ—ク接結 
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第 2 章設置とネットワーク接続 


電源ケーブルを接続する 


次の手順で電源ケーブルを接続してください。 

1 本製品の電源コネクターに電源ケーブルのプラグを差し込みます。 
2 ケーブルの反対側をコンセントに接続しまず。 


巧 


AC コンセントが2極のとき 

付属の3ド-2ド変換コネクターを使って、八(：コンセント（ 
します。感電防止のため、アース線は必ず接地してくだ； 



アース線は電源プラグをつなぐ前に接続し、電源プラグ 
を抜いてから外してください。順序を守らないと感電の 
原因となりまず。アース線がコンセントや他の電極に接 
触しないようにしてください。 


3 前面パネルのランプを見て、 POWER ランプが点灯していることを確認しまず。 
POWER ランプが点灯しない場合は、電源ケーブルが正しく接続されているかど 
ラかを調べてください。 


ツイストペアケーブルによる接続 


本製品の 100 BASE - TX /10 BASE - T ポートにネットワーク機器(パソコン、サーバー、スイッチ、ルー 
夕一または八ブ） を接続するには、 UTP/STP ケー ブルが必要です。 

100 BASE - TX ではカテゴリ ー5 が上のケーブル、 10 BASE - T ではカテゴリー3が上のケーブルを使巧 
します。最大ケーブル長は 100 m です。本製品の 100 BASE - TX /10 BASE - T ポートは AUTO - MDIX を 
サポートしていますので、ストしートケーブルとクロスケーブルのどちらでもネットワーク機器 
を接続できます。 

《 BS - POE - 2008 M 民で PoE 給電するには、4巧8おストしートケーブルが必要です。 

「ケーブル仕様」 （ P .100) 

1 ネットワーク機器と本製品の RJ -45 コネクターを、ツイストペアケーブルで接続 


します。 


2 ケーブルを接続するたびに、本製品の各ポートに対応ずる緑色の LINK / ACT ラン 
プが点灯または点滅し、接続が有効であることを確認します。 
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ネットワーク電源供給 ( PoE ) [ BS - POE - 2008 MR の别 


ネットワーク電源供給 ( PoE ) [ BS - POE - 2008 MR のみ] 


BS - POE - 2008 MR は 、 PoE (Power over Ethernet ) 給電機能を搭載しています 。 PoE (Power over Ethernet ) 
とは、 LAN ケーブルを用いて電源供給を斤う機能です。 1 本の LAN ケーブルでデータ信号と電力を 
供給することができます。電源配線を気にすることなく機器を自由に配置することができます。 



PoE 受電機能に巧応した無線アクセスポイントやスイッチング Hub 、 IP 電話など（が後、 PD と表記 
します）は、電源ケーブルを接続する必要がなく、電源コンセントの位置を気にすることなく機器 
の設置が可能となります。 

X PD への最大供給電力は、8ポート全体で 60 W までです。 

BS - POE -2008 MR には、過電流保護機能 ( IEEE 802.3 af 準拠）が搭載されています。 BS - POE - 2008 MR ® 
PoE 機能はが下の動作をおこないます。 

• PD への供給電力が合計 60 W を超えると、プライオリティの一番おいポートに接続した PD への 
電力供給が停止します。 

デフオルトでは、ポート番号が大きいほどプライオリティが下がります。 

• PD への供給電力の合計が一定の電力（デフオルト 50 W ) を超えると、新しい PD をスイッチに接 
続しても、その PD には電力は供給されません。 


r « a 本製品と PoE 給電機能に巧応した八ブをカスケード接続する場合、カスケードするポート 
の給電機能を OFF にしてお使いください。 


設置とネットワ—ク接結 


Business Switch 導入ガイド 


19 

























第 2 章設置とネットワーク接続 


本製品の設定画面にログインずる 


本製品には、メニュー形式の設定インターフェース、コマンドライン形式の設定インターフェー 
ス、および Web ( HTTP ) 形式の設定インターフェースが搭載されています。 

ここでは、 Web 設定インターフェースの設定画面を使って、本製品の設定やネットワークの監視を 
する方まを説明します。 

設定画面を表示するには、パソコンにインス S —ルされている Web ブラウザー ( Windows パソコン 
の Internet Explorer 6.0 が降で JAVA を有効にする必要あり）を使用します。 

初めて本製品の設定画面にログインするときは、コンピューターの IP アドレスを蜜要してログイ 
ンする方法と、コンソール接続して本製品の IP アドしスを蜜更してからログインする方法があり 
ます。 

naa メニューインターフェースおよびコマンドラインインターフェースで設定する場合は、 
「マニュアル CD 」 内の「設定ガイド J を参照してください。 


コンピューターの IP アドレスを変更してログインする 

本製品の IP アドレスは、デフオルトで192.168 .1.254(255.255.255.0) に設定されています。設定用コ 
ンピューターの IP アドしスを適切な値(例：192.168丄 253) に蜜更すれば、初めから Web ブラウザー 
を使って設定インターフェースを表示できます。手順は次のと おりです。 

1 設定巧コンピューターの IP アドレスを設定しまず。 

r « a 本製品の IP アドレスと同じネットワークアドしスになるように、設定してくださ 
い。 

例：192.168 .1.253 (255.255.255.0) 

2 本製品と設定用コンピューターを LAN ケーブルで接続しまず。 

3 Web ブラウザーを起動し、アドレス欄に 「 http :// 192.168 .1. 254/」と入力し、 < Enter > 
を押しまず。 
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本製品の設定画面にロクインずる 

4 ユーザー名に radminj と入力し、 [ OK ] ボタンをクリックしまず（バスワードはデ 
フォルトでは設定されていません)。 

X 下記の画面は、 BS - POE - 2008 MR のものでず。 



Web 設定インターフエースが表不:されます。 



!とぅ卜。-ク目 
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本製品の IP アドレスを変更してからログインずる 

本製品の IP アドレスを蜜要する場合は、ターミナルエミュしーシヨンソフトがインス I •'ールされ 
たコンピューター（または VT 100 互換ターミナル）をコンソール接続し、設定を蜜更します。その 
後、 Web ブラウザーを使って設定インターフエースを表示します。手順は次のとおりです。 

《 Windows をお使いの方は、夕ーミナルエミユしーシヨンソフトとして、八イパーターミナルをお 
使いください。 

1 本製品とコンピユーター（または VT100 互換夕ーミナル）を、付属のシリアルケー 
ブルで接続しまず。 

ム ターミナルソフトを次のとおりに設定し、スイッチにアクセスしまず。 

•接続方法: COM 1 など 
•データしート：9600 bps 
- デー タビット： 8 
•ストップビット：1 
•パリティ：なし 
.フロ ー制御：なし 

•エミュしーシヨン 設定: VT 100 (または自動検出） 

.キーの使いかた（八イパーターミナル使用時）：夕ーミナルキー 

•3 夕ーミナルが適切にセットアップできたら、 n_ogin Menu」 画面が表示されます。 

文きが表示されない場合は <Enter> を押してください。 

4 Login: には admin と入力し、 <Enter> を押します。 

5 Password: には何も入力しないで、 <Enter> を押します(パスワードはデフオルト 
では設定されていません)。 

「Main Menuj が表示されまず。 

0 <A> を押して、 「a. Systemj を選択します。 

「System」 画面が表示されまず。 

/ <C> を押して、 「 C . IP Configuration」 を選択します。 

「System / IP Configurationj 画面が表示されまず。 

8 HP Addressj の値を選択して、 <Enter> を押します。 

9 192.168.2.10(本製品用の IP アドレスの例）を入力し、 <Enter> を押します。 

10 ■"Subnet Maskj の値を選択して、 <Enter> を押します。 

11 255.255.255.0(ネットワークのサブネットマスク）を入力し、 <Enter> を押します。 
l 2 i [Default Gateway」 の値を選択して、 <Enter> を押します。 

l3 192.168.2.1(ネットワークのデフオルトゲートウエイの例）を入力し、 <Enter> を 
押します。 

l4 <Esc> キーを2回押します。 
rMain Menuj に戻ります。 
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設定画面にパスワードを設定ずる 


設定画面にログインするには、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。設定画面に口 
グインすると、すべての設定パラメーターと統計情報の読み取りと書き換えをおこなう権限がち 
えられます。デフオルトの管理者ユーザー名は " admin " で、パスワードは設定されていませんので、 
誰でもログインできる状態にあります。設定をおこなう前に、必ず、管理者ユーザー名とパスワー 
ドの設定をおこなってください。 

管理者ユーザー名とパスワードを設定ずる 

1 設定画面で、左側のメニユーから「基本設定 J 一「ユーザ名/パスワード」を選択し 
まず。 

2 ''Current User Name : j に現在のユーザー名 、 rCurrent Password :」 に現在のバス 
ワードを入力します。 

3 [New User Name:j に新しいユーザー名 、 [New Passwords と rConfirm New 
Passwords に新しいパスワード（同一のもの）を入力します。 

4 [設定]をクリックしまず。 

EEaa バスワードを忘れると、ログインできなくなります。ご廣入時の状態に戻すには、本製 
品をバッファロー修巧センターに送って修理していただくことになります。 

その場合、本書の裏表紙に記載されているバッファロー修理センターにご依頼ください。 


15 < M > を押して、 I ' m . Exitj を選択します。 

r ホストの接続が切断されました J と表示されます。 

16 本製品とコンピユーターを LAN ケーブルで接続します。 

17 Web ブラウザーを起動し、アドレス欄に 「 http :// (手順9で設定した IP アドレス） 
/ j と入力し、 < Enter > を押します。 

naa Proxy サーパ'-を使用したい場合は、手順9で設定した IP アドレス（上記の例では 
192.168 .2.10) を対象外にしてください。 

18 ユーザー名に bdmin 」 と入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

Web 設定インタフエースが表示されます。 

rtsss ログイン時の入力を3回失敗すると、セッションが切断されます。 


設定画面にパスワードを設定ずる 


設置とネットワ—ク接結 
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ネットワーク構成例「例1 . ポートベース VLAN (会社の場合)」 

ネットワークプランニング 


ネットワーク構成例 


例1 . ポートベース VLAN (会社の場合） 

ポートベース VLAN は、ブロードキャストドメインを分割し、セキュリティーを向上させたり、 
ネットワークパフォーマンスの巧下を防いだりするために使われます。 

この例では、ポートベース VLAN を利用して、総務部が属する VLAN と経理部が属する VLAN を 
分割する設定方法を説明します。この場合、総務部と経理部の間を通信できなくなります。 

Xここでは、 BS-POE- 2008 MR での設定手順を説明します。 


設定の概要 

-本製品を1台使用する。 

• ポート1〜4を総務部、ポート5〜8を経理部に割り当てる。 
• VLAN を2グループ作成する。 

VLAN1: ポート1〜4 
VLAN2: ポート5〜8 



設定の流れ 


ステップ 1 

本製品にログインする。 

) 

▼ 

ステップ 2 

VLAN を作成する。 

^ ) 

▼ 

又テツプ 3 

PVID(Port VLAN ID) を設定する。 

) 

▼ 

ステップ 4 

VLAN の設定を確認する。 

) 
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第 3 章ネットワークプランニング 

ステップ1本製品へのログイン 

Web ブラウザーを使って、ネットワークから本製品へログインします。 

1 本製品とパソコンをネットワークに接続してから、それぞれの電源を ON にしま 
ず。 

2 Web ブラウザーを起動し、アドレス欄に本製品の IP アドレスを入力してから 
<Enter> を押しまず。（デフオルトの IP アドレスは192.168 .1.254 です。） 

3 ログイン画面が表示されたら、ューザー名（この例では、 admin) とパスワード 
(この例では、ホ入力）を入力してから [0K] ボタンをクリックします。 

(デフオルトのユーザー名は admin、 パスワードはモ設定です。） 



r « a バスワードは、出荷時状態では設定されていません。設ををおこなラ前にユーザー名の 
変更およびバスワードを設ますることをお勧めしまず。 


ステップ2 VLAN の作成 

「設定の概要」 ( P .25) のとおりに VLAN を作成します。 

VLAN 1 はデフオルトで作成されていますので、ここでは VLAN 2 を作成してから VLAN 1 を変更し 
ます。 

• VLAN 1: ポート 1〜4 

• VLAN 2: ポート 5〜8 

1 [詳細設定]- [VLAN 設定]- [ VLAN テーブル設定]を開きます。 
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ネットワーク構成例「例 1. ポートベース VLAN (会社の場合)」 


VLAN 2 を設定しまず。 

[VLAN 作成]欄で VLAN ID を2 、 VLAN Name を 「 KEIRIj 、 ポート5〜8を Static 
Untagged に設定しまず。 

[設定]ボタンをクリックしまず。 


VLAN 作成 


■入力 


VLAN ID: 

^0(1^ 

^ --- - ' 

VLAN Name: ' 

1 KEIR] J 

' (半ち巧啟宇あび - _3 日巧宇まで） 

VLAN M<iii<i(jemeiit ： n_J 


Poit niiinhei 


2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

Static Tagged 

O 

O 

o 

O 

O 

o 

o 

o 

Static Untagged 

O 

o 

O 

o( 

© 

0 

0 

© 

Not Member 



0 


o 

o 

o 

o 


.選択 



クリック 


3 


VLAN 1 に変更しまず(ポート1〜4だけを VLAN 1 のメンバー)。 

[ VLAN 情報]欄で VID 1 の Modify をクリックしまず。 

[ VLAN 作成]欄で VLAN Name を 「 SOUMUj 、 VLAN 1 のメン八'—からポート5〜8 
を外します （Not Member に設定します）。 

[設定]ボタンをクリックしまず。 



クリック 


VLAN を作成したら、各ポートに PVID を設定ずる必要があります。 PVID を設定しない 
と、 VLAN は機能しません （28 ぺージ 「PVID (Port VLAN ID ) の設定 j を参照)。 

naa デフオルトでは、管理アクセス用の vlan が 1 に設定されていまず。 vlan を作成すると 
きに 、 VLAN Management の欄をチェックしないと、 VLAN 1 L 乂外のポートからは Web 設 
定画面を表示できません。 
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[詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ポート設定]を開きまず。 
各ポートの PVID を設定しまず。 


第3章ネットワークプランニング 

ステップ3 PVID (Port VLAN ID ) の設定 

各ポートに所属させる VLAN ( PVID ) を設定します。この例では、 VLAN 1 に属するポートに PVIDU 
VLAN 2 に属するポートに PVID 2 を設定します。 

• PVID 1: ポート 1 〜 4 

• PVID 2: ポート 5 〜 8 


ホート1〜4を PVID 1、 ホート5〜8を PVID 2 にしまず。 
[設定]ボタンをクリックしまず。 

VLAN ポート設定 


ボー 

PVID 


D 卜も 


广2 3「4—15 e 「7 8 \ 


-入力 


設定 I )巧読を 


クリック 


ステップ4 VLAN の設定確認 

これまでに設定した内容を確認します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN テーブル設定]を開きます。 
[ VLAN 情報]に、現在の VLAN 設定の一覧が表示されます。 

VLAN 情報 


1 VID 

1 1 

1 2 

3 

rr 

5 r^r^' 

8 


1 

U 

U 

U 

u 

N N 

N 

N 

Modify De lete 

2 

N 

N 

N 

N 

U U 

U 

U 

Modify Delete 

PVID 

1 1 

1 1 I 

1 

I 1 

1 1 2 

2 1 

2 


TStatic Tagqed 

U; Static Untagged 

N:None 


12 


28 


Business Switch 導入ガイド 













ネットワ-ク構成例 r 例 2. マルチプル VLAN 样巧の場合)」 


例 2. マルチプル VLAN (学校の場合） 

マルチプルポート（才ーバーラップポート）は、すべての VLAN グループに才ーパ'—ラップしてい 
る（重なっている）ポートです。このポートには、バックボーンやサーバーといった、各 VLAN グ 
ループからアクセス可能にしたいネットワークリソースを接続します。 

この例では、マルチプル VLAN を利用して、職員室が属する VLAN とその他の教室が属する VLAN 
に分割し、ルーターやサーパ'-を接続するポートをマルチプルポート（才ーパ’ーラップポート）に 
する設定方法を説明します。この場合、職員室からも教室からもインターネットや校内のサーバー 
にアクセスできますが、職員室と教室の間では通信できません。 

X ここでは、 BS - POE -2008 M 艮での設定手順を説明します。 


設定の概要 

. 本製品を1台使用する。 

. ポート1〜3を職員室、ポート6〜8を教室、ポート4、5をルーターとサーパ'-に割り当てる。 
• VLAN を3グループ作成する。 

VLAN 1: ポート1〜8(デフオルトで作成済み） 

VLAN 2: ポート 1〜5 
VLAN 3 : ポート 4〜8 


naa 職員室と教室は、同じサブネットに設定してください。例えば、各ホストに 192.168 .1.X/ 
24( x は任意）という IP アドしスを割り付けまず。 VLAN 1 は、 VLAN 2、3 からインターネッ 
卜やサーバーにアクセスずるために必要となりまず。 


BUFFALO 


19800 


KIW 巧 1 2 3 4 5 


VLAN2 :職員室 


の甘の 


虫の 


仁」 


サーバ ー 
VLAN1 :全ポート 



インターネッ 


ルーター 


医 witch I Inulltgrni PoK Swtrch 

が POE.MWU 

6 7 8 


虫百 [ 


VLAN3 :教室等 



ネ 

'ソ 


I 

ク 


グ 
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第 3 章ネットワークプランニング 

設定の流れ 


ステップ1本製品にログインする。 

y _ 

(ステップ2 VLAN を作成する。 

ザ 

(ステップ 3 PVID(Port VLAN ID ) を設をする。 

▼ 

ステップ4 VLAN の設をを確認する。 


) 


) 


) 


ステップ1本製品へのログイン 

Web ブラウザーを使って、ネットワークから本製品へログインします。 


2 

3 


本製品とパソコンをネットワークに接続してから、それぞれの電源を ON にしま 
ず。 


Web ブラウザーを起動し、アドレス欄に本製品の IP アドレスを入力してから 
< Enter > を押しまず。（デフオルトの IP アドレスは192.168 .1.254 です。） 


□グイン画面が表示されたら、ューザー名にの例では、 admin ) とパスワード 
(この例では、未入力）を入力してから [ OK ] ボタンをクリックしまず。 

(デフオルトのユーザー名は admin 、 パスワードは未設定でず。） 



naa パスワードは、出荷時状態では設定されていません。設定をおこなラ前にユーザー名の 
変更およびパスワードを設定ずることをお勧めしまず。 

ステップ2 VLAN の作成 

「設定の概要」 ( P .29) のとおりに VLAN を作成します。 

VLAN 1 はデフオルトで作成されていますので、ここでは VLAN 2. VLAN 3 を作成します。 

• VLAN 1: ポート 1〜8 

• VLAN 2: ポート 1〜5 

• VLAN 3 : ポート 4〜8 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN テーブル設定]を開きます。 
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ネット ワ-ク 構成例 r 例 2. マルチプル VLAN (学校の場合)」 


2 


VLAN 2 を設定しまず。 

[VLAN 作成]欄で VLAN ID を2 、 VLAN Name を 「 S 丫 OKUINSHITSUj 、 ポート1〜 
5を Static Untagged に設定しまず。[設定]ボタンをクリツクしまず。 


VLAN 作成 


■入力 


VLAN ID: / 

'し (1-5 り)^- 

VLAN Name: \ 

jSYOKUlNSHrrSUy (半ち巧な宇及び- 30文宇まで） 

VLAN M, 川 aqement: 

''〇- ノ 



選択 


クリック 


3 VLAN 3 を設定しまず。 

[VLAN 作成]欄で VLAN ID を3 、 VLAN Name を 「 K 丫 OUSHITSU 」、 ポート4〜8を 
Static Untagged に設定しまず。[設定]ボタンをクリックしまず。 

VLAN か成 1 . 


VLAN ID: ^ [3 __ j(l.511) ^ 

I -- 

VLAN Name: \ KYOUSHITSU J 

(ホちま数す及リ- _30 文宇まで） 

VLAN M<in<igement: LJ 


Poit "umbel 

1 2 

3 4 

5 

6 

7 

8 


Static ranged 

o「o 

O 1 o 

o 

o 

o 

o 


Static Untagged 

o i o 

o c@ 


: © 

® 

© 

> 

Not Member 

0 i @ 

® : o 

o 

o 

； o 

o 



(|設定 i ) l _ 再话を 1 をリ巧 


ク U ツク 


選択 


VLAN を作成したら、各ポートに PVID を設定する必要がありまず。 PVID を設定しないと、 
VLAN は機能しません （「PVID(Port VLAN ID) の設定」 (P.32) を参照)。 

naa デフオルトでは、管理アクセス用の VLAN が1に設定されていまず。 VLAN を作成すると 
きに、 VLAN Management の欄をチェックしないと、 VLAN1 3^(外のポートからは Web 設 
定画面を表示できません。 
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[詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ポート設定]を開きます。 

各ポートの PVID を設定しまず。 

[ VLAN ポート設定]欄で、ポート4、5を PVID 1、 ポート1〜3を PVID 2、 ポート6 
~8を PVID 3 にしまず。[設定]ボタンをクリツクします。 

VLAN ポート設定 

ポート 户 1 234 曰 「6 7 「8、 

PVID し (F T 它1它1 [T ][T 1「3 ]「3 I J 入力 

再規を I 

クリック 



ステップ4 VLAN の設定確認 

これまでに設定した内容を確認します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN テーブル設定]を開きます。 
[ VLAN 情報]に、現在の VLAN 設定の一覧が表示されます。 

VLAN 情巧 


VID 1 

2 I 


4 

5 

6 7 

8 I 

I ' 


U 

U 

u 

U 

u 

U U 

U 

Modify 

Delete 

2 

U 

U 

u 

U 

u 

N N 

N 

Modify . 

Delete 

3 

N 

N 

N 

u 

u 

u u 

U 

Modify 

De lete 

PVID 

2 

I 2 I 

I 2 I 

: 1 

1 

! 3 I 3 

3 


TStatic Tagged 




U: Static Untagged 

N:None 


第3章ネットワークプランニング 

ステップ3 PVID (Port VLAN ID ) の設定 

各ポートに対応させる VLAN ( PVID ) を設定します。この例では、マルチプルポート（才ーパ'-ラッ 
プポート）4、5に VLAN 1 を設定します。 

その他のポ ー[- については、 VLAN 2 に属するポートに PVID 2、 VLAN 3 に属するポートに PVID 3 を 
設定します。 

• PVID 1: ポート4、5 

• PVID 2: ポート1〜3 

• PVID 3 : ポート 6 〜 8 
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ネットワーク構成例「例 3. マルチプル VLAN (インターネットマンションの場合)」 


例 3. マルチプル VLAN (インターネツトマンションの 

場合） 

この例では、マルチプル VLAN を利用して、マンションの各部屋とインターネットを接続し、各部 
置間の通信は禁止する方法を説明します。具体的には、部屋数が7のインターネットマンションの 
各部屋を VLAN で分割し、インターネッ[^ ( ルーターなど）に接続するポ ー [^をマルチプルポ ー [^ 
(オーバーラップポート）にする設定方法を説明します。 

《ここでは、 BS - POE - 2008 MR での設定手順を説明します。 


設定の概要 

• 本製品を1台使用する。 

-ポート1をルーターなど、ポート2〜8を各部屋に割り当てる。 


VLAN を8グループ作成する。 

VLAN 1: ポート1〜8(デフオルトで作成済み） 
VLAN 2: ポートし2 VLAN 3: ポートし3 


VLAN 4: ポート し 4 
VLAN 6: ポー トし 6 
が： ポート し 8 


VLAN 5: ポー トし 5 
VLAN 7: ポート し 7 


VLAN 8 


マンションの各部屋は、同じサブネットに設定してください。例えば、各ホストに 
192.168 .1.X/24 (X は任意）という IP アドレスを割り付けます。 

VLAN 1は、各部屋 （VLAN2 〜 8) からインターネットにアクセスずるために必要です。 




ネ 

'ソ 


I 

ク 

1 


グ 


インターネット 
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第 3 章ネットワークプランニング 

設定の流れ 


ステップ1本製品にログインする。 

▼ _ 

(ステップ2 VLAN を作成する。 

(ステップ3 PVID(Port VLAN ID) を設をする。 

▼ 

ステップ4 VLAN の設をを確認する。 


) 


) 


) 


ステップ1本製品へのログイン 

Web ブラウザーを使って、ネットワークから本製品へログインします。 


2 

3 


本製品とパソコンをネットワークに接続してから、それぞれの電源を ON にしま 
す。 


Web ブラウザーを起動し、アドレス欄に本製品の IP アドレスを入力してから 
< Enter > を押しまず。（デフオルトの IP アドレスは192.168 .1.254 です。） 


ログイン画面が表示されたら、ユーザー名にの例では、 admin ) とパスワード 
(この例では、ホ入力）を入力してから [ OK ] ボタンをクリックしまず。 

(デフオルトのユーザー名は admin 、 パスワードはモ設定です。） 



ma バスワードは、出荷時巧態では設定されていません。設定をおこなラ前にユーザー名の 
変更およびバスワードを設定することをお勧めしまず。 
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[詳細設定]— [ VLAN 設定]— [ VLAN テーブル設定]を開きまず。 


VLAN 2 を設定しまず。 

[ VLAN 作成]欄で VLAN ID を2 、 VLAN Name に部屋番号、ポート1とポート2を 
Static Untagged にしまず。 

[設定]ボタンをクリックしまず。 


入力 


ン 

グ 

クリック 

3 VLAN 3 を設定しまず。 

[ VLAN 作成]欄で VLAN ID を3、ポート1とポート3を Static Untagged にしまず。 

[設定]ボタンをクリックしまず。 

4 が降、 VLAN 4 〜 VLAN 8 も手順2と同様の手順で設定しまず。 

VLAN を作成したら、各ポートに PVID を設定する必要がありまず。 PVID を設定しないと、 

VLAN は機能しません （「 PVID(Port VLAN ID ) の設定」 ( P .36) を参照)。 

r « a デフオルトでは、管理アクセス用の VLAN が1に設定されていまず。 VLAN を作成すると 
きに 、 VLAN Management の欄をチェックしないと、 VLAN 1 L 乂外のポートからは Web 設 
定画面を表示できません。ただし、タグフレームを送信できるパソコンからは管理インタ 
フェースにアクセスできまずのでセキュリティーに対する設定は必要に応じて別途行つ 
てください。 


選択 


ネ 

ヴ 


I 

ク 


ネットワーク構成例「例 3. マルチプル VLAN (インターネットマンションの場合)」 

ステップ2 VLAN の作成 

「設定の概要 j(P.33) のとおりに、 VLAN を作成します。 VLAN1 はデフオルトで作成されていますの 
で、ここでは VLAN2 〜 VLAN8 を作成します。 

• VLAN1: ポート1〜8 

• VLAN2: ポートし2 

• VLAN3: ポートし3 

• VLAN7: ポートし7 

• VLAN8: ポートし8 


VLAN 作成 


VLAN ID: 

r 

'i2 (1-511)^ 

r- -- 

VLAN Name: ， 


"1 J 

(半ち巧なす及び - _ 30 义すまで） 

VLAN Mdiitigemeitt: 

□ 


Poit 1111 tuber 


2 1 3 

4 


6 

7 

8 

Static Tagged 

o 

o 

O 

O 

o 

o 

O 

o 

Static Untagged | 

:® 

®) 

r\ 

r\ 

n 

n 

n 

へ 

レ 


一 

一 



Not Member 

o 

o 




r® 



巧说|)再话をI回序! 
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第 3 章ネットワークプランニング 

ステップ3 PVID (Port VLAN ID ) の設定 

各ポートに対応させる VLAN を PVID として設定します。この例では、オーバーラップポート1に 
PVID 1 を設定します。 

その他のポートについては、 VLAN 2 に属するポート（ポート 2) に PVID 2、 VLAN 3 に属するポート 
(ポート 3) に PVID 3、 が 下 同様に PVID 8 まで設定します。 

• PVID 1: ポート1 

• PVID 2: ポート2 

• PVID 3: ポート3 


• PVID 7: ポート7 

• PVID 8: ポート8 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ポート設定]を開きます。 

2 各ポートの PVID を設定しまず。 

[ VLAN ポート設定]メニューで、ポート1をドソの1、ポート2をドソの2、...、ポート 
7を PVID 7、 ポート8を PVID 8 にしまず。[設定]ボタンをクリツクします。 


ステップ4 VLAN の設定確認 

これまでに設定した内容を確認します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN テーブル設定]を開きます。 
[ VLAN 情報]に、現在の VLAN 設定の一覧が表示されます。 

VLAN 情報 


VID 


2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 


U 

U 

U 

U 

U 

U 

U 

U 

Mod 

k .. De lets 

2 

U 

U 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

Mod 

k .. De lete 

3 

U 

N 

U 

N 

N 

N 

N 

N 

Mod 

k .. De lete 

4 

U 

N 

N 

U 

N 

N 

N 

N 

Mod 

k .. De lete 

5 

U 

N 

N 

N 

U 

N 

N 

N 

Mod 

.. De lete 

6 

U 

N 

N 

N 

N 

U 

N 

N 

Mod 

k ... De lete 

7 

U 

N 

N 

N 

N 

町 

U 

N 

Mod 

k De lele 

8 

U 

N 

N 

N 

N 

N 

U 

Mod 

k De lete 

PVID 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 


T: Static Tagged 

U: Static Untagged 

N:None 
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ネットワーク構成例！■例 4. タグ VLAN (会社の場合)」 


例んタグ VLAN (会社の場合） 

この例では、タグ VLAN を利用して、本製品 2 台を UTP ケーブル 1 本で接続し、総務部が属する 
VLAN と営業部が属する VLAN を分割するち法を説明します。 

この場合は、総務部と営業部の間では通信できませんが、異なるスイッチに接続されている 
同じ VLAN グループ(総務部同±、営業部同±)は通信できます。 

X ここでは、 BS - POE - 2008 MR での 設定手順を説明します。 

I 〜 d タグ VLAN と非タグ VLAN の比較 

• タグ VLAN を使用しない場合俳タグ VLAN ) 

スイッチ間の接続には、 VLAN グループの数だけ UTP ケーブルが必要になります。 
VLAN グループを新たに追加ずると、ケーブルも追加ずる必要がありまず。頻繁にレ 
イアウトを変更したり、スイッチ間の距離が離れていたりずると、ケーブル配線も困 
難になります。 


非タグ VLAN 



• タグ VLAN を使用する場合 

スイッチ間を接続するときは、 VLAN グループの数に関わらず、1本の UTP ケーブル 
で接続できまず。 VLAN グループを新たに追加しても、ケーブルを追加ずる必要はあ 
りませんので、ケーブル配線が容易になります。 


タグ VLAN 
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設定の概要 

•本製品を2台使用する。 

-ポート4をタグ付きポートにして本製品同±を接続する。 

-タグなしポー!^1〜3を総務部に、タグなしポート5〜8を営業部に割り当てる。 
• VLAN を2グループ作成する。 

VLAN 1 :タグなしポート1〜3、タグ付きポート4 
VLAN 2 :タグなしポート5〜8、タグ付きポート4 
X この例では、スイッチを2台とも同じ設定にします。 



VLAN 3 :タグ付きポート 


BUFFALO 



SwiLch] hjethgent Po 区 

、加 


r 

1 2 3 5678 


<€ v 。。。。 游 …… 

::: 品 







VLAN1 :総務部 
タグなしポート 


VLAN2 :営業部 
タグなしポート 


UTP ケーブル 


設定の流れ 

(ステップ1本製品を2台巧用する。 ) 

▼ 

(ステップ 2 ポート 4 をタグ付きポートにして本梨品同±を接続する。) 

(ステップ 3 PVID(Port VLAN ID) を設をする。 ) 

▼ 

(ステップ 4 VLAN の設ををお認する。 ） 
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ネットワーク構成例！■例 4. タグ VLAN (会社の場合)」 


ステップ1本製品へのログイン 

Web ブラウザーを使って、ネットワークから本製品へログインします。 

1 本製品とパソコンをネットワークに接続してから、それぞれの電源を ON にしま 
ず。 

2 Web ブラウザーを起動し、アドレス欄に本製品の IP アドレスを入力してから 
< Enter > を押しまず。（デフオルトの IP アドレスは192.168 .1.254 です。） 

3 ログイン画面が表示されたら、ューザー名（この例では、 admin ) とパスワード 
(この例では、ホ入力）を入力してから [0 K ] ボタンをクリックします。 

(デフオルトのユーザー名は admin 、 パスワードはモ設定です。） 



rraa バスワードは、化巧時が態では設定されていません。設定をおこなう前にユーザー名のを 
更およびパスワードを設ますることをお勧めします。 

ステップ 2 VLAN の作成 

「設定の概要」 ( P .38) のとおりに、 VLAN を作成します。 VLAN 1 はデフオルトで作成されていますの 
で、ここでは VLAN 2. VLAN 3 を作成してから VLAN 1 を変更します。 

• VLAN 1: タグなしポート！〜3、タグ付きポート4 

• VLAN 2: タグなしポート5〜8、タグ付きポート4 


[詳細設定]— [ VLAN 設定]- [ VLAN テーブル設定]を開きます。 

VLAN 2 を設定しまず。 [ VLAN 作成]欄で 、 VLAN ID を2 、 VLAN Name を 「 E に丫 OUj 、 
ポート4を Static Tagged に、ポート5〜8を Static Untagged に設定しまず。 
画面左下の[設定]ボタンをクリックしまず。 

VLAN か成 _ _, \力 



Port luiinbei 1 

2 

Static Tagged 

o 

o 

Static Unlagged 

o 

o : 

Not Member 

© 



Cs が 

クリック 



•選択 


再结を I [5 リア I 
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3 


VLAN 1 を設定(変更）しまず。 

[ VLAN 情報]欄で、 VID 1 の欄の Modify をクリックします。 

[VLAN 作成]欄で 、 VLAN Name は rsOUMU 」、 ポート4を S ね tic Tagged に、 VLAN 1 
のメンバーからポート5〜8を Not Member に設定しまず。 


VLAN 作成 


VLAN ID: 

VLAN N<-ime; (iSOUMUj- 
VLAN 1 ん "1 。が 1"6 "た 囚 


( キ巧英封 ! す及び - _ 30 文すまで） 


入力 


•選択 


Port number 

Static Taaged 

o 

2 

o 

3 

"o" 


ホ 


—e— 


Static Untagged 

0 

0 

© 

0.0 

o 

o 

o 


Not Member 

O 

O 

o 

o( ® 

© 


© 

X 


ク U ツク 


再誤を ] I クリア ] 


VLAN を作成したら、各ポートに PVID を設定する必要がありまず。 PVID を設定しないと、 
VLAN は機能しません （「PVID(Port VLAN ID) と VLAN タグの設定 j(P.40) を参照)。 

naa デフオルトでは、管理アクセス用の VLAN が1に設定されていまず。 VLAN を作成すると 
きに、 VLAN Management の欄をチェックしないと、 VLAN1L 乂外のポートからは Web 設 
定画面を表示できません。 


ステップ3 PVID (Port VLAN ID ) と VLAN タグの設定 

各ポートに対応させる VLAN(PVID) を設定します。この例では、 VLANl に属するポート（ポート 1 
〜 4) に PVID し VLAN2 に属するポート（ポート 5 〜 8) に PVID2 を設定します。 

• PVID1: ポート 1 〜 4 

• PVID2: ポート 5 〜 8 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN ポート設定]を開きます。 

2 各ポートの PVID を設定します。 

[ VLAN ポート設定]メニューで、ポート1〜4を PVID 1、 ポート5〜8を PVID 2 に 
します。 

[設定]ボタンをクリックします。 

VLAN ポート設定 

ポート /■1234「5678、 i 一 

PWD _I \\ __ [[1 __ [[1 __ [[2 _ [[2 _ [[2 _1 12 [ ノ 人刀 

G 試ち D 再 i 売込 I 

クリック 
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ネットワーク構成例！■例 4. タグ VLAN (会社の場合)」 

ステップ4 VLAN の設定確認 

これまでに設定した内容を確認します。 

1 [詳細設定]- [ VLAN 設定]- [ VLAN テーブル設定]を開きます。 

[ VLAN 情報]に、現在の VLAN 設定の一覧が表示されます。 

VLAN 情報 


VID 1 

1 U 

2 

3 

4 5 

6 

7 

8 


U 

U 

T N 

N 

N 

N 

Modify De lets 

2 N 

N 

N 

T U 

U 

u 1 

fir 

Modify ' Delete 

PVID 1 

1 

h [ 1 1 1 1 1 1 1 1 

, 1 


T:Sta む C fagged 



U:Static Untagged 

N:None 



ネ 

'ソ 


I 

ク 

1 
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Web 設定画面 

Web 設定インターフェース 


Web 設定画面 


この章では、 Web 設定画面を使って、本製品の設定やネットワークの監視をする方法を説明しま 
す。 

Web 設定画面を表するには、コンピューターにインストールされている Web ブフウザー 
(Windows パソコンで Internet Explorer 6.0 が降）を使用します。 

r«a メニューインターフエースおよびコマンドラインインターフエースで設定する場合は、 
「マニュアル CD」 内の「リファしンスガイド」を参照してください。 

トツプぺージ 

Web ブラウザーで本製品に接続すると、が下のようなトップページが表示されます。画面の左側に 
はメニューツリー、右側にはシステム情報が表示されます。他のメニューに移動し、設定パラメー 
夕一と統計情報を表示するには、 メニューツリーの リンクをクリ ックします。 

X下記の画面は、 BS-POE- 2008 M 民のものです。 
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パネル表示 

Web 設定インタフェースには、本製品のポートの図で各ポートの状態（リンク状態、デュプしック 
スまたはフローコントロール）が表示されます。 

《下記の画面は、 BS - POE - 2008 M 民のものです。 


BS - POE -2008 M 




I Link Down | Powered ■ Link Up 
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メニュー階層 


ゾニュー階層 


メニューインタフェースのメニュー項目と体系は、次のとおりです。各メニューの説明は、それぞ 
れのページを参照してください。 


メイン画面 

説明 

ぺージ 


システム情報 

本製品に関する情報を表示します。 

47 ぺージ 


基本設定 


システム情報設定 

本製品を識別する情報を設定します。 

49 ぺージ 


IP アドレス設定 

本製品の IP アドレスなどを設定します。 

50 ぺージ 


SNMP 設定 



SNMP コミュニティーテー 
ブル設定 

SNMP コミュニティー名を設定します。 

51 ぺージ 



SNMP ホストテーブル設定 

SNMP ホストテーブルを設定します。；^ 
別途、 SNMP モニタリングソフトが必要 
です。 

52 ぺージ 



SNMP トラップイベント設 
定 

トラップを通知するかしないかを設定し 
ます。 

53 ぺージ 


MAC アドしスフィルタリン 
グ 

MAC アドしスでのフィルタリング設定 
をおこないます。 

54 ぺージ 


ポート設定 

ポートの通信速度やデュプしックスモー 
ドなどを設定します。 

55 ぺージ 


ユーザー 名/パスワード 

本製品にログオンするたゆのユーザー名 
およびパスワードを設定します。 

57 ぺージ 


MAC アドしステーブル 



スタティック MAC アドレ 
ステーブル 

MAC アドレステーブルを手動で設定し 
ます。 

58 ぺージ 



MAC アドレステーブル 
(ポート順） 

MAC アドしステーブルを ポー ト単位で 
表不します0 

59 ぺージ 



MAC アドレステーブル 
(MAC アドしス順） 

MAC アドレステーブルを MAC アドレス 

J 慣に表示します。 

60 ぺージ 



MAC アドしステーブル 
(VLAN ID 順） 

MAC アドしステーブルを VLAN 単位で 
表不します0 

61 ぺージ 


システムセキュリティー 

本製品の管理インターフェースにアクセ 
スを許可する、クライアントの IP アドレ 
スを設定します。 

62 ぺージ 


SNTP 設定 

SNTP サーバーを設定します。 

63 ぺージ 


詳細設定 


VLAN 設定 



VLAN テーブル設定 

現在の VLAN の設定が況および VLAN 
の新規作成を斤います。 

64 ぺージ 



VLAN ポート設定 

PVID (Port VLAN ID) を設定します。 

66 ぺージ 
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QoS 設定 


CoS キューマッピング 

タグ付きフしームの優先度を設定しま 
す。 

67ぺージ 

ポート優先度設定 

タグなしフしームの優先度を設定しま 
す。 

68ぺージ 

キュースケジューリング設 
定 

キューのスケジューリング方法を設定し 
ます。 

69ぺージ 

しイヤー 3 優先度設定 

しイヤー3での優先度を設定します。 

70ぺージ 

ポートセキュリティー 


認証サーバー設定 

認証サーパ'-の登録をおこないます。 

72ぺージ 

認証ポート設定 

認証ポートの設定をおこないます。 

74ぺージ 

トランクグループ作成 

トランクグループの動作モードおよび y 
ンバーのポート番号を登録します。 

75ぺージ 

ス 1 -ームコントロール設定 

ス 1 ^ー ムの発生を防ぐための設定をしま 
す。 

76ぺージ 

ミラーリング設定 

トラフィックをモニタリングするための 
設定をします。 

77ぺージ 

STP 設定 


STP ブリッジ設定 

スパニングツリーの使用種別を設定しま 
す。 

78ぺージ 

STP ポート設定 

スパニングツリーのポート設定をしま 
す。 

80ぺージ 

PoE 設定 < BS - POE - 2008 MR 
のみ> 

PoE 機能の有効/無効、優先度、最大給 
電電力を各ポートごとに設定します。 

81ぺージ 

管理 

ファームウエア更新 ( TFTP ) 

TFTP サーバー上にあるファームウェア 
ファイルをダウンロードして、ファーム 
ウェアの更新をおこないます。 

83ぺージ 

設定のバックアップ/復元 
( TFTP ) 

本製品の設定情報を TFTP サーパ'-へ保 
をしたり、 TFTP サーバーに保をされた 
設定情報を本製品へ復元したりします。 

84ぺージ 

再起動 

本製品を再起動します。 

86ぺージ 

統計情報 

本製品の統計情報を表示します。 

87ぺージ 

ログ情報 

本製品のログ情報を表示します。 

89ぺージ 

Syslog 転送 

本製品のログ情報を Syslog サーバーに転 
送する設定をおこないます。 

90ぺージ 
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基本設定 


基本設定 
システム情報 

本製品に関する情報を表示します。 

=>システム情報 

X下記の画面は、 BS-POE- 2008 MR のものです。 


システム情報 

System Up Time; 

0 Day 20 hr. 37 min. 21 sec. 

Boot Code Version: 

X.X ( XXXX ) 

Riiiitinie Code Veisioii: 

X . X.X ( XXXX ) 

Hordwaie Inforiiuitioti 

Revision: 

Not Defined 

DRAM Size: 

16 MB 

Flash Size: 

8 MB 

Console Baud Rate: 

9600 bps 

Administration Information 

System Name: 

BS000D0BFFFE01 

System Location: 

Not Defined 

System Contact ： 

Not Defined 

System Addiess liifoimAtioD 

MAC Address; 

00:0d;0b:ff:fe:01 

IP Address: 

192.1 阳 .1.254 

Subnet Mask: 

2 班 .255.25 5.0 

Default Gateway: 

0.0 .0.0 

IP Assignment Mode: 

Manual 


パラメーター 

System Up Time 


Boot Code Version 
Runtime Code Version 


説明 

本製品の稼働時間を表示しまず。 

電源を OFF にずるとリセットされます。 

ブートコードのバージョンを表示しまず。 

ファームウェアのバージョンを表示します。 


Hardware Information (八ードウエア情報) 


パラ乂ーター 

Revision 
DRAM Size 
Flash Size 
Console Baud Rate 


説明 

ハードウエアのパ'-ジョンを表示します。 

システムメモリーのサイズを表示します。 

フラッシュメモリーのサイズを表示しまず。 

シリアルポートの通信速度を表示します。 

Business Switch 導入ガイド 
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Administration Information ( システム管理情報 ) 


パラメーター 

説明 

System Name 

System Location 

System Contact 

本製品に割り当てられた名前を表示しまず。 

本製品が設置されている場所を表示しまず。 

本製品の管理者名を表示します。 

System Address Information ( システムアドレス情報） 

パラメーター 

説明 


MAC Address 本製品の MAC アドレスを表示しまず。 

IP Address 本製品の IP アドしスを表示します。 

Subnet Mask 本製品のサブネットマスクを表示します。 

Default Gateway 本製品のデフオルトゲートウエイを表示します。 

IP Assignment Mode IP アドしスの設定方法を表示します。 

(DHCP/BootP/Manual) 
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基本設定 


システム情報設定 

本製品を識別する情報を設まします。 


与基本設定ーシステム情報設定 

X下記の画面は、 BS-POE- 2008 MR のものです。 


システム情報設定 

System Desciiptioii: 
System Object ID: 

BS - POE -2 日服 M 

1,3.6.14.1,5227,14 



System Name: 

Ibsooodobfffeoi 

1 f 半巧巧なぞ及び- 

_ 63 で宇まで） 

System Location: 

|Not Defined 

1 (丰ち巧敦宇あ?^- 

_ 日 3 文宇まで） 

System Contact: 

|Not Defined 

画 

[ (半ち巧熟宇及む:- 

_ 63 た宇まで） 


パラメーター 

説明 

System 

Description 

本製品の製品名称が表示されます。 

System Object ID 

プライベート M 旧のオブジェクト ID を表示します。 

BS-POE- 2008 MR の ID: 1.3.6.1.4.1.5227.14 

BS- 2108 MR の ID: 1.3.6.1.4.1.5227.16 

BS-2016MR の ID: 1.3.6.1.4.1.5227.17 

System Name 

本製品に割り当てる名前を入力しまず。（半角英数字、"-"(八ィフン）、 

(アンダーパ'—)を63文字まで） 

System Location 

本製品が設置されている場所を入力します。 

(半角英数字、"-"(八イフン）、 " (アンダーバー）を 63 文字 
まで） 

System Contact 

本製品の管理者名を入力しまず。(半角英数ぎ、"-"(八ィフン）、" 
(アンダー八一 )を63文字まで） 



靈 


I 
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IP アドレス設定 

本製品の IP アドしスなどを設定します。 

与基本設定一 IP アドレス設定 

IP アドレス設定 


MAC A(l<lie$s: 

00;0d:0b:ff:fe;01 

IP Address: 

四 . 励 . 日.函 

Subnet Mask: 

國甲煙].凹り 

Default Gateway: 

n 口 D □ 


IP Assignment Mode: [Manual 

画 


パラメーター 

説明 

MAC Address 

本製品の MAC アドレスを表示します。 

(本製品は全体で 1 つの MAC アドしスを使用します） 

IP Address 

IP アドレスを指定しまず。（デフオルト： 192.168 .1.254) 

Subnet Mask 

サブネットマスクを指定します。（デフオルト： 255.255 .255.0) 

Default Gateway 

デフオルトゲートウエイの IP アドレスを指定します。 

(デフオルト： 0.0.0.0) 

IP Assignment Mode 

IP アドレスの設定方法を設定します。 

Manual : 手動で IP アドレスを設定する 0 

BootP : BootP サーバーより IP アドレスを取得する。 

DHCP : DHCP サーパ’一より IP アドレスを取得ずる。 


《 IP アドしスや IP アドしスの設定方法を変更した場合、設定操作を続行できなくなります。 
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基本設定 


SNMP コミュニティーテーブル 設定 

SNMP コミュニティ ー名を設定します。 


与基本設定一 SNMP 設定一 SNMP コミュニティテーブル設定 

X 下記の画面は、 BS-POE- 2008 MR のものです。 


SNMP コミュニティテ—:;ル 設定 



パラメーター 

説明 

Community 

コミュニティー名を設定します。（半ち英数字、"-"(八ィフ 
ン）、 " (アンダーパ’一)で 20 文字まで） 

Get 

SNMP コミュニティーのメンバーに巧して、本製品の SNMP 情報へ 
の読み取りアクセスを許可しまず。 

Set 

SNMP コミュニティーのメンバーに対して、本製品の SNMP 情報へ 
の書き込みアクセスを許可しまず。 

Trap 

SNMP コミュニティーのメンバーが SNMP トラップを受信できる 
よラにしまず。 



靈 
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第 4 章 Web 設定インターフェース 


SNMP ホストテーブル設定 

SNMP ホストテーブルを設定します。 

※別途、 SNMP モニタリングソフトが必要です。 

=>ま本設定一 SNMP 設定一 SNMP ホストテーブル設定 


SNMP ホスト テープ ル 設定 

Host Authorization i$: I Disabled vj 

国 


パラメーター 

説明 

Host Authorization 

SNMP のホスト認証の有効/無効を設定します。 

Enabled: ホスト認証を有効にしまず。有効にずると 、 Host Name、IP 
Address 、 Community を設定ずるホストテーブルが表示され 
まず。 

この場合、指定された IP アドレスの SNMP マネージヤーか 
らのみ SNMP のサービスを提供します。読み書きの権限はコ 
ミュニティーによって決まりまず。 

Disabled: ホスト認証を無効にしまず。（デフオルト） 

この場合、任意のホストからの SNMP 要求を受け付けまず。 
読み書きの権限はコミュニティーによって決まりまず。 

Host Name 

SNMP 要ホを許可するホストの名前を設定します。名前は任意のもので 
良いでずが、最但1文字は入力ずる必要があります。(半ちま数字、"-" 

(八イフン）、"_"(アンダーパ'—)を31文字まで） 

IP Address 

SNMP 要求を許可するホストの IP アドレスを指定します。 

Community 

ホストのコミュニティーを選択します。コミュニティーは SNMP コ 
ミュニティーテーブル設定ページにて事前に設定しておく必要があり 
ます。 


X 登録したホストを削除する場合、 Host Name と IP Address を空欄にして[設赶をクリックします。 

XSNMP トラップを使用する場合、トラップを送信するホストをホストテーブルに登録し、 

コミュニティーの Trap 属性を有効にします。なお、一度トラップを有交力にしたホストをホスト 
テーブルに登録すると、 HostAWhorizationis を無交力にしてもトラップをを信します。トラップを 
信を中止したい場合、トラップホストをホストテーブルから削除する必要があります。 

※サポートするトラップは次の通りです。 

0 coldStart 
1 warmStart 
L linkDown 
3linkUp 

4 authenticationFailure (有効/無効の切り替えができます〇) 
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基本設定 


SNMP トラップイベント設定 

トラップを通なするかしないかを設をします。 

与基本設定一 SNMP 設定一 SNMP トラップイベント設定 
SNMP トラ》ブイベント設定 

Authentication Ti',i|> is: [Enabled v 

IW] 


パラメーター 

説明 

Authentication Trap is 

Authentication トラップを有効/無効にしまず。 

Enabled ： コミュニティー名の一致しない SNMP 要求を受信した 
時にトラップを発行します。（デフオルト） 

Disabled : コミュニティー名の一致しない SNMP 要求を受信して 
もトラップを発行しません。 
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第 4 章 Web 設定 インターフェース 


MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドしスでのフィルタリング設定をおこないます。 

=>基本設定一 MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスフイルタリンヴ 


査绿 MACF ドレス： [〇0：11：22：33：44：55| 
を沒ポート： 区 ー ト 1 vj 


をな番ち 

I MA な卜-レス I ボート 

1 

00:11:22:33:44:55 1 


パラメーター 説明 

登録 MAC アドレス フイルターをかける/削除ずる MAC アドレスを設定しまず。 

※英字はル文字で入力してください。 

(入力例 00:11:22: aa : bb : cc ) 

フイルターをかける/削除ずるポートを設定しまず。 

MAC アドレスの登録番号を表示しまず。 

登録されている MAC アドレスを表示しまず。 

登録されている MAC アドレスを適用ずるポートを表示します。 


登録ポート 
登録番号 
MAC アドレス 
ポート 


X MAC アドしスが登録されていないポートでは、すべてのフしームが通過できます。 

《 MAC アドしスが登録されているポートでは、當録されている MAC アドしスをソース MAC ア 
ドレスにもつフレームのみ通過でき、その他のフレームは通過できません。 

X 各ポート最大で16個まで MAC アドしスを登録できます。 

XI つの MAC アドしスを複数のポートに登録することはできません。 

※費録した MAC アドレスを削除する場合、削除する MAC アドレスとポートを入力し、削除ボタ 
ンを押します。 

※フレームのフィルタリングはポートへの入力時に行われます。 
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基本設定 


ポート設定 

ポートの通信速度やデュプしックスモードなどを設定します。 


与基本設定ーポート設定 

X 下記の画面は、 BS - POE - 2008 MR のものです。 


ポ-卜設定 

Poit: 1 2 3 4 5 6 7 8 

□ □□□□□□□1 をて巧巧 I G をてクリア〕 



Port 

Name 

Trunk 

Type 

Admin. Status 

Link Status 

Mode 

Flow Ctil 

1 PortJ 

—— 

100TX 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

2 

Port_2 

—— 

1 日日な 

Enabled 

Up 

Auto (1 日日 F) 

Disabled 

3 PortJ 

—— 

100TX 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

4 

Pott_4 

—— 

100TX 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

5 Port-5 

-- 

100TX 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

6 

Port_6 

—— 

100TX 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

7 

Pott_7 

— 

100TX 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 

8 

Port_8 

—— 

100TX 

Enabled 

Down 

Auto 

Disabled 


パラメーター 

Port 


Port Name 


Admin . Status 


Mode 


説明 


設定ずるポートを選択します。 

[ずべて選巧]ボタンを押ずと、すべてのポートがチェックされ 
まず。 

[ずべてクリア]ボタンを押すと、ずべてのポートがクリアさ 
れまず。 

ポートに任意の名前を指定しまず。（半角英数字、"-"(八 
イフン）、 " (アンダーバー）を32文字まで） 

選択したポートの設定を有効または無効にします。 

Enabled : ポートを有効にしまず。 

Disabled : ポートを無効にします。この状態では、物理的にリ 
ンクしていても通信できません。 

通信速度、デュプしックスモードを選択します。^ 

Auto : オートネゴシエーション 

10 M Full : 10 Mbps 全二重 
10 M Half : 10 Mbps 半二重 
100 M Full : 100 Mbps 全二重 
100 M Half : 100 Mbps 半二重 
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第4章 

Web 設定インター 

フェース 


パラメーター 

説明 

Flow Ctrl 

フローコントロールを有効または無効にしまず。 

Enabled: フローコント□—ルを有効にしまず。 

Disabled: フローコントロールを無効にしまず。 

Name 


ポート名を表示しまず。 

Trunk 


トランクが設定されているかどラか表示されまず。 

Type 


ポートのタイプを表示します。 

本製品では、 「100 TXJ と表示されまず。 

Admin . 

.Status 

ポートが有効か無効か表示されまず。 

Link Status 

リンクの状態を表示しまず。 

• Up : リンクアップ 
• Down : リンクダウン 

Mode 


現在のポートのモード（通信速度、デュプしックスモード）を表 
/ J 、 しまず。 

Flow Ctrl 

フローコント□-ルが設定されているかどラか表示されまず。 


※ ポートの通信速度やデュプしックスモードなどを固定で設定すると、 A 山 0 MDI-X 機能が無効と 
なります。 
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基本設定 


ューザー 名/パ スワード 

本製品にログオンするためのューザー名およびバスワードを設まします。 

与基本設定ーユーザ名/パスワード 


ユーザ名/バスワード 


Cuirent User Name: [admin 

Current Password; ••••' 


[Enabled v i 

[_ I (半巧巧な字及む- _20 巧宇まで） 

[ I (半巧巧殺ず及ぴ-_20夕；すまで) 


岡 


P.i$swoi<l Piotectioii IS ： 
New Usei Name: 

New Passwoid: 

Cohfiiin New Password: 


パラメーター 

説明 

Current User Name 

現在のユーザー名を入力しまず。（デフオルト： admin ) 

Current Password 

現在のパスワードを入力しまず。（デフオルト：なし） 

Password Protection is 

ログイン時、パスワードによる認証を行う力、どうかを設定します。 

本項目は WEB 、 コンソール、 Telnet のログインにおいて有効です。 
Enabled: パスワードによる認証をおこないます。 

Disabled: パスワードによる認証をおこないません。 

New User Name 

新しいユーザー名を入力しまず。（半角英数字、"-"(八イフン）、" 
(アンダーバー）を20文ぎまで） 

New Password 

新しいパスワードを入力しまず。伴角英数字、"-"(八イフン)、" 
(アンダーバー）を20文ぎまで） 

Confirm New Password 

新しいパスワードを再入力します。（半角英数字、"-"(八イフン）、" 
(アンダーパ’一）を20文字まで） 
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《 New User Name を空欄にしてパスワードを変更した場合、ユーザ名一は蜜更されません。 

X New Password を空欄にしてユーザー名を変更した場合、パスワードは空欄になります。 

X Password Protection を無効から有効に蜜要した場合、何らかのパスワードを設定する必要があり 
ます。（空欄は不可） 

※パスワードを忘れると、設定画面を表示できなくなります。忘れてしまった場合は、弊社修理セ 
ンターまで、本製品をお送りください。（有償修理） 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 


スタティック MAC アドレステーブル 

MAC アドしステーブルを手動で設をします。 

与基本設定一 MAC アドレステーブルースタティック MAC アドレステー 
ブル 

ス5 テイ ツウ MAC アドレス テープ ル 


A<l<l New Eiitiy 
Port: E v| 

MAC: [^: H ； H に 0 HOO 卜 H 「試ち 1 

Delete Eiiliv 

MAC: 画回:画:四:四:函 「設定 1 

Poll 

1 

MAC Addiess 

00:11:22:33:44:55 


パラメーター 

説明 

Add New Entry 

手動で MAC アドレスをアドレステーブルに追加します。 

Port 

追加するポート番号を選択します。 

MAC 

追加する MAC アドレスを入力しまず。 

※英字はル文きで入力してください。 

(入力例 00:11:22: aa : bb : cc ) 

Delete Entry 

手動で MAC アドレスをアドレステーブルから削除します。 

MAC 

削除する MAC アドレスを入力しまず。 

※英字は小文字にて入力してください。 

(入力例 00:11:22: aa : bb : cc ) 
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基本設定 


MAC アドレス テーブル(ポー ト 順) 

MAC アドし ステーブルをポー I ' 単位で表示します。 


与基本設定一 MAC アドレステーブルー MAC アドレステーブル【ポート 
順） 

MAC アドレステーカレ(ポート胁 


A<je-Oiit Time: に 00 ] Sec. (10-1000 加 0) I 設ミ] 

Select Port: [l vi[ I 試ミ 1 


1 Poit 

MAC Atitiress 

1 

孤:日 7:40:4c: 弧: 53 

1 

日 0:40:2 日: 35:47: 化 


パラメーター 

説明 

Age-Out Time 

MAC アドレスを習のエージング時間（秒）を指定します。 

(指定範囲：10〜1000000、デフォルト:300) 

Select Port 

表示したいポートを選択しまず。 

Port / Mac Address 

Select Port で指定したポートの MAC アドレステーブルを表示し 
まず。 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 

MAC アドレステーブル ( MAC アドレス順) 

MAC アドしステーブルを MAC アドしス順に表示します。 


与 基本設定一 MAC アドレス テーブルー MAC アドレス テーブル ( MAC ア 
ドレス順） 


MAC アドレス テープル ( MAC アドレス胤 


Aye-Out Time; 1300 ] Sec. (10-1000000) [] さミ | 


I Poit 

MAC Address 

1 

加 :07; の : 4c;9 □胡 

1 

00; の :2 氏 35:47 :化 

4 

加 :07; の : 5f;a2 : わ 


パラメーター 説明 

Age-Out Time MAC アドレスを習の王ージング時間（秒）を指定します。 

(指定範囲：10〜1000000、デフオルト:300) 

Port/Mac Address MAC アドしステーブルを MAC アドレス順に表示します。 
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基本設定 


MAC アドレステーブル (VLAN ID 順） 

MAC アドしステーブルを VLAN 単位で表示します。 

与基本設定一 MAC アドレステーブルー MAC アドレステーブル (VLAN 
ID Hi) 


MAC アドレステーカレ ( VLAN のお） 

A が- OwTi … e: 医00 ] Sec. (10-1 加加加）〔設定) 
Select VLAN ID: l1 ] (1-511) I 設定 I 


Port 

MAC A ル lie 巧 

1 

00:07:40:32: d5:de 

1 

〇日脚: 40: む;如: 53 

1 

00; の; 2 目:近が:化 


パラメーター 

説明 

Age-Out Time 

MAC アドレス学習のエージング時間(砂)を指定します。 

(指定範囲：10〜1000000、デフオルト:300) 

Select VLAN ID 

表示したい VLAN 番号を選択しまず。 

(指定範囲：1〜 4094) 

Port / Mac Address 

Select VLAN ID で指定した VLAN ID の MAC アドレステーブル 
を表示します。 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 


システム七キュ リティー 

本製品の管理インターフエースにアクセスを許可する、クライアントの IP アドしスを設定し 
ます。 


=>基本設定ーシステム七キュリテイ 


システムセキュリティ 


IP Filleting; を isabled 


Allowed IP All 山 esses: (Single IP X 义乂 X or Range X.X.X.X-X.X.X.X) 



パラメーター 

説明 

IP Filtering 

IP フィルタリング機能を有効/無効にするか設定します。 

Enabled : IP フィルター機能を有効にします。有効にすると指定し 
た IP アドレスのクライアントからのみ本製品に WEB 、 
TelneUSNMP を使用してアクセスすることができまず。 
Disabled : IP フィルター機能を無効にします。（デフオルト） 

無効にずると全ての IP アドレスのクライアントから本 
製品に WEB 、 Telnet 、 SNMP を使用してアクセスずるこ 
とができまず。 

Allowed IP Addresses 

フィルターをかける IP アドレスを設定します。 

範囲を指定ずる際は、" xxx . xxx . xxx . xxx - xxx . xxx . xxx . xxx " と入力しま 
ず。 


fmm IP Filtering を Enabled にする際、 IP アドレスまたは IP アドレス範囲を1つも指定してい 
ないと、どのクライアントからもアクセスできなくなります。 
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基本設定 


SNTP 設定 

SNTP サーパ'-を設定します。 


与基本設定一 SNTP 設定 


SNTP 設定 

Time が 

Date (YYYY MM DDI ： 

15:32:25 

2005/5/27 

SNTP Setvei IP: 

i°n. [°n. 己 KJ 

SNTP Polling Interval: [24 ] 時 （ 1-24) 

Time Zone: 

1 JP (Asia/Tokyo) v | 

ほ用する： 

□ 




パラメーター 

説明 

Time ( HH : MM : SS ) 

現在の時刻を表示しまず。 

Date ( YYYY / MM / DD ) 

現在の日付を表示しまず。 

SNTP Server IP 

SNTP サーバーの IP アドレスを指定しまず。 

(デフオルト： 0.0.0.0) 

SNTP Polling Interval 

SNTP サーパ‘一に時刻を問い合わせる間隔(時）を指定しまず。（指 
定範囲：1〜24、デフオルト： 24) 

Time Zone 

タイムゾーンを設定します。 

使用ずる 

SNTP サーバーを使って、時刻設定をおこなうときは、チェックを 
つけまず。（デフオルト：チェック OFF ) 
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《 SNTP を使用しない場合、スイッチが起動したときに 1900 年 1 月 1 日 9 時日分 0 秒が設定され、 
この日付を起点にカウントされます。 

义 本製品の時刻は、手動で設定することはできません。 SNTP サーバーを使って設定してください。 
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第 4 章 Web 設定インターフェース 


日平細な疋 

VLAN テーブル設定 

現在の VLAN の設定状況および VLAN の新規作成を巧います。 

与詳細設定一 VLAN 設定一 VLAN テーブル設定 

X 下記の画面は、 BS - POE - 2008 MR のものでず。 

VLAN テーカレ 設定 


VLAN 情報 


「 VID 

1 2 

3 

4 

5 

6 7 8 


[ 1 

U U 

U 

U 

U 

U U U 

Modi む .' Delete 

PVID 

1 1 

1 

1 

丄 

111 



[tiSlatic lagged U:Static Untagged N:None 


VLAN 作成 

VLAN ID: [_tl-511) 

VLAN Name; ' I ( 半ち英数すあび - 3 日文ずまで） 

[VLAN Mcino<jeinent:[n 


Pott niimbei 

1 

2 

3 

4 

: 5 

6 

7 8 

Static lagged 

o 

o 

, o 

o 

i o 

I o 

' o 

o 

Static Untagged 

o 

o 

, o 

o 

I o 

I o 

, o 

o 

Not Member 

© 




I © 





[1^ L 再昂を」怖 ァ〕 


パラメーター 


説明 


VLAN 情報 


現在の VLAN 構成および PVID(Port VLAN ID ) を表示します。 
表示される内容は、 VLAN の、ポートのメンバー属性、 PVID、VLAN 
名です。また、 Modify をクリックずれば、 VLAN の編集を 、 Delete 
をクリックすれば VLAN を削除できます。（ただし、 VLAN 1 は削除 
できません。） 


VLAN 作成 
VLAN ID 


新規に VLAN グループを作成します。 

VLAN 番号を指定します。 

指定範囲： 2〜511."- BS - POE - 2008 MR / BS -201 日 MR 
2〜4094••- BS -2108 MR 


VLAN Name 


VLAN 名を指定しまず。伴角英数きおよび""を16文きまで） 
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詳細設定 


パラメーター 

説明 

VLAN Management 

設定した VLAN に属するクライアントから、 WEB 、 Telnet、SNMP 
を使用したスイッチへのアクセスを許可ずるかどラかを設定しま 
ず。チェックをつけないと、アクセスを許可しません。 

VLAN Management は全体で1つの VLAN に対してのみ指定す 
ることができまず。 

Static Tagged 

ポートを Tag メンバーに割り当てるときに選択します。 

Static Untagged 

ポートを Un ね g メンバーに割り当てるときに選択しまず。 

Not Member 

ポートをメンバーに指定しません。 


X VLAN ID に作成する VLAN の、 VLAN 名に任意の VLAN 名を入力、各ポートの^ンバー属性を 
選択し、[設定]ボタンを押すと VLAN が作成されます。 

※既存の VLAN メンバーを編集中に[再読込]ボタンを押すと編集前の状態を呼び出すことができ 
ます。また、[クリア]ボタンを押すと全ポートが Not Member になります。 

※受信フしームの VLAN ID が受信ポートの VLAN メンバーでなかった場合、イングしスフィル 
ターによって破棄されます。 

X ポートを、ある VLAN から 「Not Member 」 に設定する墙合、当該ポートの PVID をその VLAN ID 
が外に設定しておく必要があります。 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 

VLAN ポート設定 

PVID (Port VLAN ID ) を設をします。 


=>詳細設定一 VLAN 設定一 VLAN ポート設定 

X 下記の画面は、 BS - POE - 2008 MR のものです。 


VLAN ポ—卜設定 

ボート 

PVID 

12345678 

r 111 __ |1 ir ir ih __ iLJLJ 

1 



パラメーター 

説明 

PVID 

Port VLAN ID を指定します。このポートで受信されたタグなしフ 
レームは、ここで指定した番号の VLAN として認識されまず。 

(デフオルト：全ポート1が設定されています） 
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詳細設定 


CoS キューマッピング 

タグ付きフしームの優先度を設定します。 


=>詳細設定一 QoS 設定一 CoS キューマツピング 

CoS キューマツ ピンヴ 


OoS Status ： ^nabled v] 
ToS DIff: I Enabled vj 


Ti.iffic Piloiity Mapping: 



画 

トラフィックは 4 つの垣モ度に 9 昂されます。 

Queue Ptioiity: l_ow- ほ. Noimal- き巧. Hi リ 1)- 音. Highest- ち离 


パラメーター 


説明 

QoS Status 

QoS を有効または無効にします。 

(デフオルト： Enabled (有効）） 

ToS Diff 

ToS / DSCP に iffserv ) ベースの優先度制御を有効または無効 
にしまず。 

(デフオルト： Enabled (有効）） 

Traffic Class/Priority Mapping 

フレームの CoS プライオリテイとプライオリテイキューの 
関連付け（マッピング)を行います。 

Traffic Class ： 

〇〜7の CoS プライオリテイを示しまず。 

Queue Priority ： 

Low 〜 Highest のプライオリテイキューを設定しまず。 

優先度は次のとおりでず。 

Low : 低、 Nomal ： 普通、 High :高、 Highest : 最高 


デフオルトは、ム乂下のとおりでず。 


Traffic Class 

0、3 

1、2 

4、5 

6、7 

Queue Priority 

Normal 

Low 

High 

Highest 



靈 


I 

ス 


XQoS を有劾にすると、各ポートに設定されたフローコントロールは自動的に無効になります。 
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ポート優先度設定 

タグなしフしームの優先度を設をします。 

与詳細設定一 QoS 設定ーポート值先度設定 

X 下記の画面は、 BS - POE - 2008 MR のものです。 

ポ-卜優先度設定 

Poll; 1 2 3 4 5 6 7 8 

□ □□□□□□□1 まて涅巧 1I をて則ア J 


Priority 


1 Low V 1 

画 


Port 

Prioiily 

1 Low 

2 

Low 

3 

Low 

4 

Low 

5 

Low 

6 

Low 

7 

Low 

8 

Low 


パラメーター 説明 

Port プライオリテイを変更したいポート番号を指定しまず。 

Priority ポートの優先度を指定しまず。 

指定範囲： Low [最做， Highest 撮高](デフォルト： Low [最側） 

《本製品はアンタグフしームに対して、最低/最高の2種類の優先度しか設定できません。 
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詳細設定 


キュースケジューリング設定 

キューのスケジューリング方法を設定します。 

=>詳細設定一 QoS 設定ーキュースケジユーリング設定 

キュースケジユーリンヴ 


SchediiliiHj Method: 

|WRR vj 

国 



パラメーター 

説明 

Scheduling Method 

キュースケジューリングの方法を選択しまず。 

• Strict : 優先度の高いキューを先に出力しまず。 

• WRR : Highest ： High ： Normal ： Low = 8：4：2：1 の比率で出 
力しまず。（デフオルト） 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 


レイヤー3優先度設定 

レイヤー3での優先度を設定します。 


=>詳細設定一 QoS 設定ーレイヤー3優先度設定 


レイわ -3 擾先度設定 

レイヤー 3 语ホ度モード； [tOS-IP Precedence vj 




画 


パラメーター 

説明 

レイヤ ー3 優先度モード 

IP フレームに巧ずる優先度処理に TOS を使用するか、 DiffServ を 
使用ずるかを選択します。 

TOS-IP Precedence: ( デフオルト） 

TOS(IP Precedence) に基づき優先度処理を巧います。 

DiffServ-DSCP: 

DiffServ(DSCP) に基づき優先度処理を行います。 

TOS テーブル 

TOS 値に対する優先度を設定しまず。 

(設定値： Low、Normals High、Highest) 

DSCP テーブル 

DCSP 値に対ずる優先度を設定します。 

(設定値： Low、Normals High、Highest) 
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詳細設定 


《 CoS 値/ ToS 値/ポートベースプライオリテイのずべてを持つフレームは、次のルールにより処理 
されまず。 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 


認証 サーバー 設定 

認証サーパ'—の登録をおこないます。 

与詳細設定ーポートセキュリティー認証サー八’一設定 

認証サ—バ設定 


ブライマリヴーバ 

回 ほ用する 

贾 ii サーバ IP: 

ロロ'口の 

置註ボート： 

い12」 (1-65535) 

Shaied Secret: 

I t( 半ち莫旣宇あび- 3 は宇まで) 

たカンダリサーバ 

□ ほ用する 

夏註サーバ IP: 

l_J- L_J- lU- Ej 

置註ポート： 

。812 ] n - 655351 

Shaied Secret: 

1 1 f 半ち巧なすをび- 31ですまで） 

Response Time: 

[5 1 ぉ (1- 孤） 


Maximum Retiansmi 巧 ion: 13 I (1-10) 


ちめ巧固： 

13600 ] 技り-故日 35) 

Teimiiiatioii-Action: 

□ 

Accounting: 

囚 

|¥1] 

パラ乂一夕一 

説明 

プライ 7 リサーバ 

プライマリー認証サーパ'—を使用するときにチェックしまず。 

認証サーバ IP 

プライマリー認証サーバーの IP アドレスを設定しまず。 

(デフオルト： 0.0.0.0) 

認証ポート 

プライマリー認証サーバーの認証ポート番号を設定しまず。 

(1-65535、デフオルト： 1812) 

Shared Secret 

プライマリー認証サーバーの Shared secret を設定します。 

(半角英数字、"-"(八イフン）、""（アンダーバー）で最大 31 文ぎま 
で） 

セカンダリサーパ' 

セカンダリー認証サーバーを使用するときにチェックします。 

認証サーパ' IP 

セカンダリー認証サーバーの IP アドレスを設定しまず。 

(デフオルト： 0.0.0.0) 

認証ポート 

セカンダリー認証サーパ'—の認証ポート番号を設定しまず。 

(1-65535、デフオルト： 1812) 
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詳細設定 


パラメーター 

説明 

Shared Secret 

セカンダリー認証サー八"一の Shared secret を設定します。 

(半角英数字、"-"(八イフン）、""（アンダーバー）で最大31文字ま 
で） 

Response Time 

認証サーバーに対ずる認証要求パケットのタイムアウト時間を設定 
しまず。 （1 〜60秒、デフオルト5秒） 

Maximum 

Retransmission 

認証サーバーに認証要求ずる回数を設定しまず。 （1 〜10回、デフオ 
ルト3回） 

有効時間 

認証済みのクライアントに再認証を要求するまでの時間を設定しま 
す。 （1-65535 砂、デフオルト3600秒） 

※認証サーバーにタイムアウト時間 (Session-Timeout) が設定され 
ている場合、本項目は無効になり、サーバー側のタイムアウト 
時間にしたがいまず。 

Termination-Action 

認証サーパ'—からの Termination-Action 属性の値に従いまず0 
(デフオルト：無効） 

Accounting 

Accounting 機能を有効にします。（デフオルト：有測 



靈 


I 

ス 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 


認証ポート設定 

認証ポートの設定をおこないます。 

=>詳細設定ーポートセキュリティー認証ポート設定 

X下記の画面は、 BS-POE- 2008 MR のものです。 


認証ポ-卜設定 


Port; 12345678 

□ □□□□□□□ I をて涅巧] I をてクリア I 


Po け Contiol 


1 Enabled v | 

岡 


Port 

Po け Status 

Port Control 


Force Authoiized 

Disabled 

2 

- 

Disabled 

3 

- 

Disabled 

4 

Force Aiithoiized 

Disabled 

5 

- 

Disabled 

6 

… 

Disabled 

7 

Force Aiithoiized 

Disabled 

8 

— 

Disabled 


パラ乂一夕一 

説明 

Port 

設定をおこなラポートを選択します。 

Port Status 

Authorized: ポート認証が有効で、認証済みです。 

UnAuthorized: ポート認証が有効で、まだ認証されていませ 

ん。 

Force_Authorized: ポート認証が無効でず。 

リンクダウンです。 

Port Control 

ポート認証をおこなラかどラか、設定をおこないます。 


X 最低1ポートは、ネットワーク幹線またはサーパ'—に接続するため、認証ポートの設定をしない 
よラにする必要があります。 
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詳細設定 


トランク グループ 作成 

トランク グループの 動作 モー ドおよび ><ン バーのポー ト番号を登録します。 


与詳細設定ートランク設定 

X 下記の画面は、 BS-POE- 2008 MR のものです。 


トランウヴルーブ作成 


LACP Mode: 

I LACP Passive v[ 







Manutil Key: 

I 

] 0 -4) 







Manual: 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

岡 

M«iiui<il Key 


Meinhei Port List 



Set 



パラメーター 

説明 

LACP Mode 

LACP による自動トランクグループの設定方法を選択しまず。 

LACP Active: LACP Active による自動トランクを有効にします。 
LACP Passive: LACP Passive による自動トランクを有効にしま 
す。（デフオルト） 

Manual Key 

手動トランクグループを識別するための任意の値を指定しまず。 

(指定範囲： 1 〜 65535) 

Manual 

手動トランクグループの乂ンパーに追加ずるポートをチェックしま 
ず。 



靈 


I 
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X 手動トランクが1グループでも作成すると、 LACP は無効になります。 

《トランクグループのメンバーに設定するポートは、 Full - Duplex モードで動作させてください。 

XLACP Passive 同±の機器では、トランクは形成されません。どちらか一方または両方を LACP 
Active に設定してください。 

义 BS -2016 MR はポート1〜8のみトランクをサポートします。 


Business Switch 導入ガイド 


75 










第 4 章 Web 設定インターフェース 


ス I ^ームコントロール設定 

ス I -ームの発生を防ぐための設定をします。 


=>詳細設定ーストームコントロール設定 

X 下記の画面は、 BS - POE - 2008 MR のものです。 


ストームコント□ール設定 

Port: 1 2 3 4 5 6 7 8 

□ □□□□□□□ 〔をて 恩 巧 I [まて 刖ア I 




パラメーター 説明 


Port ス I -ームコントロール設定をおこなラポートを選択しまず。 

Rate Limit ブロードキャストおよびマルチキャストに対するス I ムコン 

トロールのしートを設定しまず。設定したポートでは、設定値を 
超えてブロードキャストおよびマルチキャストを転送しませ 
ん 0 

1 Mbps : しートを 1 Mbps に設定します。（デフオルト） 

3 Mbps : レートを 3 Mbps に設定します。 

5 Mbps : しートを 5 Mbps に設定します。 

Disable : ス I -ームコント□ールを無効にしまず。 
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詳細設定 


ミラーリング設定 

トラフイツクをモニタリングするための設定をします。 


与詳細設定ーミラーリング設定 


ミラーリン ヴ 設定 


Monitolin リ Port: 

h V 1 (7 ナライザを括爲するボート） 

Monitored Poll: 

|2 v | (おおされるボート） 

Status: 

1 Enabled v | 


画 


パラメーター 

説明 

Monitoring Port 

トラフィックをモニターずるポートを指定します。 

Monitored Port 

トラフィックをモニターされるポートを指定します。 

Monitored Port のトラフィックが Monitoring Port にコピーさ 
れまず。 

Status 

モニターを有効または無効にします。 

(デフオルト： Disabled (無効）） 


I r* 己 本画面で設定できるのは 、 Monitoring Port/Monitored Port それぞれ1ポートのみです。 



雲 


I 

ス 
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第 4 章 Web 設定インターフェース 


STP ブリッジ設定 

スパニングツリーの使用種別を設定します。 

=>詳細設定一 STP 設定一 STP ブリッジ設定 

X 下記の画面は、 BS -2108 MR のものです。 


STP ブリッジ設定 



Root Poll: 

Itself 


Root Poll Path Cost: 

0 


Biid<je Hello Time: 

2 


Bridge M<ix Age: 

20 


Biidge Fotword Delay: 

15 


Root Bii ル je Piioiity: 

32768 


Root MAC Address: 

00;0d:0b:97:22;2c 

Switch MAC Addiess: 

日 0 加 : Ob 所 : 22:2c 

Spanning Tiee is: 

1 Disabled 

v| 

Hello Time: 

|2 

J (1 - 10 巧） 

M«ix A(je: 

20 

] (6 - 40 ft ) 

Foiwaid Delay: 

h 已 

] (4 - 30 巧） 

Bii(l<je Piioiity: 

132768 

] (0 - 65535) 

FoiwohI BPDU: 

Disabled 

1 設定 1 



パラメーター 


説明 


Root Port ルートポートを表示しまず。本製品がルートブリツジの場合、 

Itself と表示されます。 

Root Port Path Cost ル—トブリツジまでのパスコストを表示しまず。本製品が 

ルートブリツジの場合、0となります。 


Bridge Hello Time ルートブリツジが BPDU(Hello 乂ツセージ）を送信ずる間隔 

(秒）を表示します。 

Bridge Max Age 本製品が BPDU を受信しない状態で、再設定を試みるまでに 

待機ずる最大の時間(秒）を表示します。（ここで表示される時 
間 BPDU を受信しない場合、再設定を試みます。） 


Bridge Forward Delay 本製品が各状態を遷移する （ Listening 〜 Learning 〜 

Forwarding ) のに待機する時間(秒)を表示しまず。 


Root Bridge Priority ルートブリツジの優先度を表示しまず。 
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詳細設定 


パラメーター 

説明 

Root MAC Address 

ルートブリツジの MAC アドレスを表示しまず。 

Switch MAC Address 

Switch MAC Address : 本製品の MAC アドレスを表示します。 

Spanning Tree is 

Spanning Tree の有効/無効を設定します。 

Disabled: スパニングツリーを無効にします。（デフオル 

り 

Enable STP: スパニングツリーを有効にします。 

Enable RSTP: ラピツドスパニングツリーを有効にしまず。 

Hello Times 

本製品がルートブリツジになった場合の BPDU 送信間隔を 
設定します。 （1- 10砂） 

Max Age 

本製品が BPDU を受信しない状態で、再設定を試みるまでに 
待機ずる最大の時間(秒)を設定します。 (6 - 40秒） 

Forward Delay 

本製品が各状態を遷移する （ Listening 〜 Learning 〜 
Forwarding ) のに待機する時間(秒)を表示しまず。 (4 - 30秒） 

Bridge Priority 

本製品のブリツジ優先度を設定します。 

(設定値:〇〜65535、ただし、4096の倍数に限りまず。） 

Forward BPDU 

X BS - 2108 MR / BS -2016 MR 
でのみ表示されます。 

STP 無効時、 BPDU の転送を有効 （ Enabled )/ 無効 ( Disabled ) 

に設定しまず。 

(デフオルト： Disabled (無効）） 
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STP ポート設定 

スパ ニン グツリーのポート設定をします。 

=>詳細設定一 STP 設定一 STP ポート設定 

X 下記の画面は、 BS - POE - 2008 MR のものです。 


STP ポ-卜設定 

Po け Piioiity Cost Fast Link Po け Piioiity Cost Fast Link 


画 

1 19 II Disabled v | 

5 岡 

1 19 I [ Disabled v | 

画 

I 19 II Disabled v | 

6 圆 

I 19 II Disabled v | 

國 

[19 1 1 Disabled v| 

7 阿 

1 19 1 1 Disabled v| 

画 

I 19 11 Disabled v] 

8 11281 

I 19 1 1 Disabled v | 


国 


パラメーター 

説明 

Priority 

ポート優巧度を設定しまず。（デフォルト値で〜255、ただし 

16の倍数に限ります。） 

Cost 

ポートのパスコストを設定しまず。最適パスを決定するのに 
用いられまず。 （1 - 65535) 

Fast Link 

FastLink 機能を有効/無効にしまず。 

Enabled: FastLink を有効にします。 FastLink を有効にず 
ると、ポートが各状態を遷移するのを省略し、ず 
ぐに Forwarding の状態になりまず。通常、パソコ 
ンを接続ずるポートに適用しまず。 

Disabled: FastLink を無効にしまず。（デフオルト[全ポー 
り） 
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詳細設定 


PoE 設定 く BS - POE - 2008 MR のみ > 

PoE 機能の有効/無効、優先度、最大給電電力を各ポートごとに設定します。 

与詳細設定 一 PoE 設定 


PoE 設定 


System Available Power(mw): 60000 

Set Margin PoweMw い MOW v|| 

PoE Powei U$e(l(mw): 0 

Reiiuiiiiing Power(niw): 60000 


Poit 

On Off 

Status 

1 

囚 

Not Powered 

2 

回 

Not Powered 

3 

囚 

Not Powered 

4 

囚 

Not Powered 

5 

囚 

Not Powered 

6 

囚 

Not Powered 

7 

囚 

Not Powered 

$ 

囚 

Not Powered 



Powei Piiority 



Powei(inw) 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 


C(itieiit(niA) 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 


网 


パラメーター 説明 


System Available Power ( mW ) 本製品の最大供給電力を表示しまず。 

本製品では、60000 mW (60 W ) と表示されまず。 

Set Margin Power ( W ) PoE のマージン電力を設定しまず。 

Remaining Power がこの値よりルさくなった場合、新しい 
PD を接続しても、 PoE で給電しません。 

(指定範囲：10,15,20、デフオルト：1 0 W ) 



雲 


I 

ス 


naa 値を少なくすると、接続できる pd の台数は増えます 
力 《 、負荷変動により PD がシャットダウンされる可能性 
が大きくなります。 

値を大きくすると、接続できる PD の台数は減ります 
が、 負荷蜜動により PD がシャットダウンされる可能性 
が少なくなります。 


PoE Power Used ( mW ) 現在、給電されている電力の合計が表示されまず。 


Remaining Power ( mW ) PoE で給電できる残りの電力を表示しまず。 


Port 


ポート番号を表示しまず。 
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パラ乂一夕一 

説明 

On/Off 

指定したポートで PoE 機能を有効にずるか無効にずるかを 
選択しまず。無効を選巧してもデータの送受信は巧えます。 
(デフオルト：有効） 

Status 

各ポートの PoE の給電が態を表示します。 

Powered ： PoE から給電しています。 

Not Powered ： PoE 力、らは給電して し、 ません 0 

Class 

PD のクラスを表示しまず。 

Power Priority 

PoE におけるポートの優先度 (High/Low) を設定します。 

本製品が給電できる最大電力を超えた場合、優先度のおい 
ポートから切断されまず。同じ優先度の場合、ポート番号の 
値が大きいポートから切断されまず。 

(デフオルト： Low [全ポート]) 

Power(mW) 

各ポートで消費されている消費電力を表示しまず。 （ mW ) 

Current (mA) 

各ポートで消費されている消費電流を表示しまず。 （ mA ) 
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管理 


管巧 


ファームウエア更新 ( TFTP ) 

TFTP サーバー上にあるファームウェアファイルをダウンロードして、ファームウェアの更新 
をおこないます。 


与管埋ーファームウェア更新 ( TFTP ) 

ファ-ムウエアま新 ( TFTP ) 

Image Veision: X.X.X (XXXX) 

Download Server IP: 10 ]. 10 j. [o |. |o i 

Downlo.nl File Name: |_] ( 半ち巧旣宇あぴ 63 女宇まで） 

画 

ファームウ1アのバージ3ンア•ノブ中は巧巧 I こ巧 S のち源を切ったりケーブルを巧いた y しないでください。 


パラメーター 説明 

Image Version/Date 現在のファームウエアのバージョンおよび日付を表示します。 

Download Server IP TFTP サーパ’一の IP アドレスを指定しまず。 

Download File Name ファームウエアのファイル名を指定します。 

(半角英数き、"-"(八イフン）、"_"(アン ダーパ’一)、"." （ドット） 
を目3文字まで） 

《 TFTP サーバーは、別途ご用意いただく必要があります。 



靈 


I 

ス 


ファームウエアの更新手順 

1 TFTP サーバーを起動しまず。 

I Ma TFTP サーパ'-の使用方法については、 TFTP サーパ’一のマニュアルを参照してくだ 
さい。 

2 TFTP サーバーの IP アドレスを入力しまず。 

3 更新するファームウエアのファイル名を入力しまず。 

4 [更新]ボタンをクリックしまず。 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 


設定のバックアップ/復元 ( TFTP ) 

本製品の設を情報を TFTP サーパーへ保をしたり、 TFTP サーバーに保をされた設定情報を 
本製品へ復元したりします。 

与管理一設定のバックアップ/復元 ( TFTP ) 

設定のパ》ウア》ブ/復元 ( TFTP ) 


TFTP Servei IP: 

u 己□の 

Confiy File N. 川 le: 

Password Save Mode is: 

_ (半ち巧巧す及ひ’ - _ . S3 女すまで） 

Encrypted v | 

1 "ツクアツフ 1 [1111 


パラメーター 

説明 

TFTP Server IP 

TFTP サーパ'-の IP アドレスを指定しまず。 

Config File Name 

保存または復元ずる設定ファイル名を指定します。 

(半角英数き、"-"(八イフン)、"_"(アンダーバー)、"."（ドット） 

を 63 文字まで） 

[バックアップ]ボタンを押すと、 TFTP サーバーに設定ファイ 
ルを保をします。 

[復元]ボタンを押すと、 TFTP サーパ'—から設定ファイルを 
ダウンロードし、設定を復元しまず。 

Password Save Mode is 

パスワードのデータを保存する際に、暗号化する/しないを設 
定します。 

Clear Text ： 暗号化しません 

Encrypted ： 暗号化しまず 


※設定の復元は、本製品を初期化してからおこなってくださし初期化せずに復元した場合、 
すべての 情報が復元されない場合があります。 

《 TFTP サーバーは、別途ご用意いただく必要があります。 
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設定のバックアップ手順 


管理 


1 TFTP サーパ'-を起動しまず。 

I Ka TFTP サーパ'-の使用方法については、 TFTP サーパ’一のマニュアルを参照してくだ 
さい。 

2 TFTP サーバーの IP アドレスを入力しまず。 

3 バックアップする設定のファイル名を入力します。 

4 [バックアップ]ボタンをクリックします。 


設定の復元手順 


2 

3 

4 


TFTP サーパ'-を起動します。 

I Taa TFTP サーパ'-の使用方法については、 TFTP サーパ'-のマニュアルを参照してくだ 
さい。 

TFTP サーバーの IP アドレスを入力しまず。 

復元する設定のファイル名を入力しまず。 

[復元]ボタンをクリックします。 



雲 


I 
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再起動 

本製品を再起動します。 

与管理一再起動 

再起な 


Reboot Type : 

1 Normal v | 


1 再起が]] 

パラメーター 

説明 

Reboot Type 

システムを再起動したときの動作を選択します。 

•Normal: 設定内容がそのまま状態で本製品を再起 

動します。 

•Factory Default: 再起動ずると工場出荷時の状態に戻りま 
す。 

• Factory Default Except IP: 

再起動すると IP アドレスが外の設定内 
容が工場出荷時のが態に戻りまず。 
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管理 


統計情報 

本製品の統計情報を表示します。 


=>管理一統計情報 


統計情巧 

Sele け Port : 日 v| 
[update I I RESET | 


Counter n«ime Poll: 1 

Toliil 

を信3クテット 

1661959 

ぞ信ユニキゎストバヴット 

13178 

を信7ルチキ中ストバケット 

20 

を信ブロードキャストバケット 

362 

巧 まされた巧信パケット 

0 

をたエラー 

0 

さ信オクテット 

2490545 

を信ユニキャストパケット 

8551 

送信マルモキ中ストバヴット 

2358 

ま ft ブロードキ中ストバケット 

17 

巧 まされたを信パケット 

0 

を信エラー 

0 


パラメーター 

Select Port 

UPDATE 

RESET 


説明 

統計情報を表示ずるポートを選択します。 

[ UPDATE ] ボタンを押すと、情報が更新されます。 

[ RESET ] ボタンを巧すと、統計情報がリセット（消去）され 
まず。 


受信オクテット 

受信ユニキャストパケット 
受信マルチキャストパケット 
受信ブロードキャストパケッ 


ネットワーク上で受信したデータの総オクテット数です。 
この統計値は Ethernet 使用の手頃な指標として利用ずる 
ことができます。 

受信したユニキャストパケットの総数です。 

受信したマルチキャストパケットの総数でず。 

受信したブロードキャストパケットの総数です。 


破棄された受信パケット MAC アドレスフィルタリングによって、破棄された受信パ 

ケットの総数でず。 



靈 


I 
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第 4 章 Web 設定インターフェース 

パラメーター 説明 

受信エラー エラーフレーム（ロングフレーム、ラントフレームなど）を 

受信した総数です。 

送信オクテット ネットワーク上で送信したデータの総オクテット数です。 

送信ユニキャストパケット 送信したユニキャストパケットの総数です。 

送信マルチキャストパケット 送信したマルチキャストパケットの総数でず。 

送信ブロードキャストパケッ 送信したブロードキャストパケットの総数です。 

破棄された送信パケット 破棄された送信パケットの総数です。 

送信エラー 送信できなかったパケットの総数でず。 

《パケット数のカウンタの上限値は4294967295です。上限を超えると、カウンタは0に戻ります。 
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管理 


ログ情報 

本製品のログ情報を表示します。 

与管理ーログ情報 


ロヴ情報 

ま示イツじージ： [" 記 i 正□ヴ 

Clear System Log: I 消モ I 


OLD 1 <^ の日回 NEW 


時因 

ロヴ宿餐 

Mon Jan 1 09:00:56 1900 

Info : Login from IP 192.168 .1.48 

Thu May 1214:26:21 2005 

Info : Login from IP 192.168 .1,48 


パラメーター 

説明 

表示メッセージ 

表示ずるログメッセージの種類を選択します。 

Clear System Log 

[消去]ボタンを押ずと、ログ情報が消去されます。 

時間 

イベントが発生した時間を表示します。 

SNTP が有効の場合、 SNTP によって取得した実時間を 
表示します。 SNTP が無効の場合、1900/1/1 9:00:00から 
時間を表示します。 

ログ情報 

発生したイベントの内容を表示します。 
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第 4 章 Web 設定インターフエース 

Syslog 転送 

本製品のログ情報を Syslog サーパ'-におをする設ををおこないます。 

与管理一 Syslog 転送 

Syslog おさ 


Syslog おさ設定 



種寮 



國 

Syslog 転送設定 

パラメーター 説明 

Syslog 転送機能 Syslog 転送機能の有効/無効を設定しまず。 

(デフオル K : 無効） 

ログサーバの IP Syslog サーパ’一の IP アドしスを入力します。 

ヘッダに付加する情報 転送ずるデータのヘッダーに付加ずる情報を選択しまず。 

種類 

パラメーター 説明 

設定 設定に関するログで、転送をおこなラ種類を設定します。 

認証 認証に関するログで、転送をおこなラ種類を設定します。 

システム システムに関ずるログで、転送をおこなラ種類を設定します。 

デバイス デバイスに関ずるログで、転送をおこなラ種類を設定します。 

《 Syslog サーバーを別途用意いただく必要があります。 
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困ったときの対処方法 


困ったときは 


困ったときの対処方法 


現を 

対化方法 

POWER ランプが点灯 
しない 

本製品とコンセントが、電源ケーブルで接続されているかを確認 
してください。 

LINK ランプが点灯しな 
い 

本製品と接続磯器の電源が ON になっているかを確認してくだ 
さい。 

本製品と接続磯器の両方に UTP ケーブルが接続されているかを 
確認してください。 

適切なタイプのケーブルを使用しているか、また、ケーブルの長 
さが規格を超えていないかを確認してください。 

接続機器の LAN アダプターが正常に動作しているか、また 、 UTP 
ケーブルに問題がないかを確認してください。 

Telnet 、 

Web ブラウザ ー、 

SNMP ソフトを使って 
アクセスできない 

有効な IP アドしス、サブネットマスク、デフオルトゲートウェイ 
が本製品に設定されているかを確認してください。 

管理アクセス巧 VLAN のメンバーポートに接続しているかを確 
認してください。 

接続ポートの LINK ランプが点灯しているかを確認してくださ 
い（上記参照)。 

使用しているポートを無効にしていないかを確認してください。 
( Telnet 接続の場合）同時接続セッション数が、許可しているセッ 
ション数を超えている可能性がありまず。ほかのセッションが切 
断されてから、接続してください。 

コンソールポート接続 
でアクセスできない 

ターミナルエミユしーションソフトを、 VT 100 互換、8データ 
ビット、1ストップビット、パリテイなし、 9600 bps に設定してく 
ださい。 

本製品付属のシリアルケーブルを使用してください。 

八ィパーターミナルを 
使って接続できない 

本製品の電源を入れ直してください。 

パスワードを忘れて口 
グインできない 

本書の裏表紙に記載されているバッファロー修理センターに 
修理をご依頼ください。 


困つたときは 














第 5 章困ったときは 


電源と冷却関連の問題 


電源ケーブルが接続されていても、電源ランプが点灯しない場合は、電源コンセント、電源コード、 
または内蔵電源装置の問題が考えられます。ただし、しばらく稼働したあとで電源が落ちた場合 
は、電源コードがしっかり接続されている力、、電源コンセントでの停電またはサージが起きていな 
いかを確認してください。それでも問題を特定できない場合は、内蔵電源装置が故障した可能性が 
あります。 


ネツトワークからのアク七ス 


Telnet . Web ブラウザーを使用することによって、接続されているネットワークのどこからでも、本 
製品にアクセスし、管理することができます。ただし、本製品にあらかじめ有効な IP アドしス、サブ 
ネットマスク、デフオルトゲートウエイを設定しておく必要があります。本製品とのリンクを確立 
できない場合は、次の点を確認してください。 

-ネットワーク接続が有効であること。 

-本製品に有効な IP アドしスが設定されていること。 

-接続しているポートが無効になっていないこと。 

• 接続している UTP ケーブルに問題がないこと。 

r « a 同時に！〜4の Telnet セッションを受け付けるように、管理エージェントを設定できます。 
すでに最大セッション数に達している場合、さらに別の Telnet 接続でシステムにログイン 
することはできません。 
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クライアントマネージャ 3 を使った有線802 .1 X 認証について 


クライアントマネージヤ3を使った有線8021 1 X 認証について 


弊社製無線 LAN 接続ソフトウェア「クライアントマネージャ3」 （ Ver 丄 2.6 が降）は、有線 LAN で 
802. IX 認証をおこなう際のサプリカントとしてもお使いいただけます。クライアントマネージャ 
3を使用して有線802. IX 認証をおこなう場合は、が下の手順にしたがって設定をおこなってくだ 
さい。 

r«a • が下の設定をおこなラ前に、クライアントマネージャ3 ( Ver .1.2.6 が降）のインス!-一 
ルを完了させておいてください。 

• クライアントマネージャ3は、弊社ホームぺージ （ http :// buffalojp / download / driver / lan / 
clmg 3. html ) よりダウン□—ドできまず。 

1 タスクトレイのクライアントマネージャ3アイコンを右クリックし、[オプシヨ 
ン]を選択します。 

ステータスち表示する ©) 

プ□ファイルを表示するの 
W けを表示する化） 


オプションぬ ) 


バ - ジョン巧撇直） 

ミさ7錢 ’ 

2 動作モードに>■ビジネスモード」、使用するアダプタに適切な有線ネットワークア 
ダプタを選択して、 [ OK ] をクリックします。 
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第 6 章付録 

3 タスクトレイのクライアントマネージャ3アイコンをちクリックし、[プロフアイ 
ルを表示する]を選択します。 


ステータスをま示する运 ) 


プ□ファイルをを示するを) 



ヘルプをまをする <ぶ 
オプション ( Q ) 
パ-ジョン陪$がか 


4 右下の [802.1X プロファイル; 1( 胃た； ） をクリックします。 

5 [新規]をクリックします。 



6 プロファイル名（例: auth _ profile ) を入力し、 EAP の種類を選択します。 
選択した EAP の種類に合わせて、適切なパラメーターを設定します。 
設定したらに K ] をクリックします。 
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クライアントマネージヤ 3 を使った有線802 .1 X 認証について 


7 手順6で登録したプロファイル名（例: a 山 h _ profile ) が表示されていることを確認 
し、[閉じる]をクリックします。 



8 プロファイル画面に戻ったら、[追加] ( I 、呂追のリ をクリックします。 

9 Jii 下のよラに設定をして [ OK ] をクリックします。 

<プロファイル名 > 任意の名称(例: profile ) 

<認証プロファイル > 手順6で作成したプロファイル名（例: auth _ profile ) 






I " KXS 必要に応じて、[ネットワーク]、[ブラウザ]、[プリンタ]の項目についても設ををお 
こなってください。 

10 [接続: I ( I み g 巧 I) をクリックしまず。 

11 手順6で選択した EAP の種類により、ユーザー ID やバスワードの入力画面が表 
示されますので、適切な値を入力しまず。 

が上で設定は完了です。 
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第 6 章付録 

おもな仕様 


r « a 最新の製品情報については、カタログまたはインターネット （ buffaio . jp ) を参照してくだ 
さい。 


LAN インターフエース 

IEEE 802.3 u (100 BASE - TX ) JEEE 802.3 (10 巨 ASE - T ) 華拠 

伝送速度 

100/10 Mbps 

伝送路符号化形式 

4 B 5 B / MLT -3 (100 BASE - TX ) 

マンチェスターコーデイング （10 BASE - T ) 

アクセスち式 

CSMA/CD 

アドしステーブル 

MAC アドしス:409日自動学習方式(エージングタイム300砂） 

パケットバッファー 

< BS - POE - 2008 MR / BS - 2108 MR > 256 kB 
< BS -2016 MR > 512 kB 

コネクター 

RJ -45 型 8 極モジュラコネクター （100 BASE - TX /10 BASE - T ) 
D-SUB 9ピンオス型コネクター（シリアルコンソール） 

ポート数 

< BS - POE - 2008 MR > 10/100 M ポート：8ポート 
(全ポート PoE 給電可能） 

< BS -2108 MR > 10/100 M ポート：8ポート 

< BS -2016 MR > 10/100 M ポート：16ポート 

PoE 給電 

BS - POE - 2008 MR のみ 

をポート合計で最大 60 W まで給電可能。 

ただし、 50 W (デフオルト）を超えている場合、新しい PD の接続 
はできません。 

重量 

< BS - POE - 2008 MR > 1.8 kg 
< BS -2108 MR > 1.1 kg 

< BS -2016 MR > 1.5 kg 

外形寸法 

266( W ) X 44( H ) X 162( D)mm < BS - POE - 2008 MR / 巨 S -201 日 MR > 
200 ( W ) X 41( H ) X 161 ( D)mm < BS -2108 MR > 

動作環境 

温度:〇〜 45 で、湿度： 10 〜90% ( 結露なきこと） 

電源電圧 

AC 100 V 50/60 HZ 

消費電力 

< BS - POE - 2008 MR > 80 W (最大） 

< BS -2108 MR > 7.5 W (最大） 

< BS -2016 MR > 11.5 W (最大） 
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デフオルト設定 


デフオルト設定 


機能 

パラメーター 

デフオルト 

IP 設を 

IP アドレス 

192.168 .1.254 

サブネットマスク 

255.255 .255.0 

デフオルトゲートウエイ 

0.0.0.0 

DHCP クライアント 

無効 

SNMP 

コミュニティ名 

public(read only; 

トラップ 

無効 

セキュリティー 

ユーザ名/パスワード 

ューザー名： admin 
パスワード：設定なし 

コンソール 

ポ K 接続 

ボーし一 h 

9600bps 

デ—タビット 

8 

ストップビット 

1 

パリティ 

なし 

ポー K 状態 

ステータス 

有効 

Auto Negotiation 

有効 

フローコントロール 

無効 

リンクアグリゲー 
シヨン 

静的トランク 

なし 

LACP 

有効 (Passive モード） 

スパニングツリー 
プロトコル 

状態 

無効 

高速転送 

無効 

アドしステーブル 

エージングタイム 

300 秒 

VLAN 

デフオルト VLAN 

1 

PVID 

全ポート1 

QoS 

状態 

有効 

ポートプライオリティ 

Low 

キュースケジューリング 

WRR 
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機能 

パラメーター 

デフオルト 

ブロードキャスト 
ストーム 

状態 

有効 

ブロードキャストしきい値 

1 Mbps 

SNMP 

状態 

無効 

SNMP サーバの IP アドレス 

0.0.0.0 

SNMP Polling Interval 

24時間 

タイムゾーン 

日本 

ポートセキュリ 
ティー 

状態 

全ポート無効 

認証サーバー 

認証サーバの IP アドレス 

0.0.0.0 

認証ポートのま号 

1812 

shared secret 

空欄 

有効時間 

3600秒 

Accounting 

有効 

Syslog 転送 

状態 

無効 

Syslog サーバの IP アドしス 

0.0.0.0 

ヘッダに付加する情報 

MAC アドしス 

MAC アドレスフイ 
ルター 

MAC アドレスフイルタ 

登録なし 
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スイッチ機能 


スイッチ機能 


フローコントロール 

全二重：圧 EE 802.3X 
半二重:バックプレッシャー 

スループット 

100M： 148810 PPS 
10M：14881PPS 

スパニングツリープロトコル 

IEEE 802.1 d/1 W 

転送モード 

ストア&フオワード 

ブロードキャストス!^ーム防止 
VLAN サポート 

<BS-POE-2008MR/BS-2016MR> 

最大256エン!-リ、 VLAN の1〜511 (IEEE 802 .1Q タグ VLAN、 ポーベース VLAN) 
<BS-2108MR> 

最大256エントリ、 VLANID 1〜4094(圧 EE 802 .1Q タグ VLAN、 ポートベース VLAN) 


管理機能 


管巧方法 

Telnet、Web ベース HTTP、 艮 S-232 DB-9 コンソールポート 

ソフトウェアダウンロード 

TFTP 

MIB サポート 

MIB II、 Bridge MIB、RADIUS MIB、Etherlike MIB、P-Bridge MIB、Q-Bridge MIB、Interface MIB、 民 MON 
MIB、Private MIB 

RMON サポート 

グループし2、3、9 (Statistics、History、Alarm、Event) 

その他の機能 

ポートトランキング 
ポートミラーリング 
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標準規格 


IEEE 802.3 Ethernet 、 圧 EE 802.3 U Fast Ethernet 

IEEE 802 . Id スパニングツリープロトコル、圧 EE 802 . Iw ラピッドスパニングツリー、 
圧 EE 802. Ip プライオリティタグ、 IEEE 802.1 Q VLAN 、 

IEEE 802.3 X 全二重フ ローコントロ ール （ ISO / 圧 C 8802-3) 

SNMP (RFC 11 57) sRMON(RFC 1757 グループし2、3、9)、 

ARP (艮 FC 826 )、ICMP ( RFC 792) 


適合規格 


Emission 

VCCI クラス A 


適合性 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報技術装 
置です。この装置を家庭環境で使用すると電波巧喜を引き起こすことがあります。この場合には使 
巧者が適切な対策を講ずるよラ要まされることがあります。 

万一、障害が発生したときは次の対策を行ってください。 

-本製品とテレビやラジオの距離を離してみる。 

-本製品とテレビやラジオの向きを蜜えてみる。 


ケーブル仕様 


ケーブルタイプと仕様 

ケーブル 

タイプ 

最大長 

コネクター 

10BASE-T 

カテゴリー 3 、 4 、 5UTP/STP 

100m 

RJ-45 

100BASE-TX 

カテゴリ ー 5 UTP/STP 

100m 

RJ-45 


rraa BS - POE - 2008 M 民で POE 使用するときは、4が UTP / STP ケーブルが必要です。 
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ツイストペアケーブルとポート仕様 


ツイストペアケーブルとポート仕様 


100BASE-TX/10BASE-T ポートに、電話のモジュラケーブルを差し込まないでください。 
電話のモジュラケーブルを差し込むと、故障の原因となりまず。必ず、 RJ-45 コネクターを 
装備し、規格に適合しているツイストペアケーブルを使用してください。 

100 BASE - TX /10 BASE-T 接続の場合、2がツイストペアケーブルが必要です。2種類の色でそれぞれ 
のワイヤペアを識別します。たとえば、一方をホ、もう一方を白のストライプが入ったホにするな 
どです。さらに、ケーブルの両端に民 J -45 コネクターが必要です。 

X BS - POE -2008 M 民で PoE 給電するには、4巧8あスしートケーブルが必要です。 

lEKlP ワイヤーペアを決まった向きで RJ-45 コネクターに接続する必要がありまず。 



1 00 BASE - TX /10 BASE-T のポート仕様 

100巨 ASE - TX /10 目 ASE-T で使用されているケーブルでは、1番ピンと2番ピンをデータ送信に使用 
し、3番ピンと6番ピンをデータ受信に使用します。 

スイッチは全ポートで AUTO-MDIX に対応していますので、パソコン/サーパ'-、他のスイッチ、ま 
たは八ブとのあらゆるネットワーク接続にストしートケーブルを使用できます。 

次の表に、1 00 BASE - TX /10 BASE-T MDI ポートと MDI-X ポートのピン割り当てを示します。 


ピン番号 

MDIX/MDI 信号 

信号機能 

電力供給 （ BS-P0E- 2008 MR のみ） 

1 

RD+/TD+ 

受信データ （+)/ 送信データ （+) 

(Not Use) 

2 

RD-/TD- 

受信データ （-)/ 送信データ （-) 

(Not Use) 

3 

TD+/RD+ 

送信データ （+)/ 受信データ （+) 

(Not Use) 

4 

(Not Use) 

未使巧 

GND 

5 

(Not Use) 

未使巧 

GND 

6 

TD-/RD- 

送信データ （-)/ 受信データ （-) 

(Not Use) 

7 

(Not Use) 

未使巧 

-48V 

8 

(Not Use) 

未使巧 

-48V 


《 + と一は、各ワイヤペアを構成ずるワイヤの極性を表しまず。 
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コンソールポート仕様 


本製品の DB -9 シリアルポートと端末を接続することにより、本製品の設定が可能です。本製品に 
は、端末、端ホェミュレーシヨンプログラムが稼働しているバソコン、または、モデム接続で、リ 
モートアクセスが可能です。:欠の表に、シリアルポートに接続する場合のピンアサインを示しま 
す。 


1番ピン 



9番ピン 


DB -9 ポートのピンアサイン 


EIA 

回路 

CCITT 

信号 

特性 

本製品の 
DB9 DTE 

ピン番号 

パソコン 
の DB9 
DTE ピン 
番号 

モデムの 
DB25 DCE 

ピン番号 

信号の方向 
DTE-DCE 

CF 

109 

DCD ( データキャリア検巧） 

1 

1 

8 

<- 

巨 B 

104 

RxD ( データ受信） 

2 

2 

3 

<- 

BA 

103 

TxD ( データ送信） 

3 

3 

2 

-> 

CD 

108 

.2 

DTR (データターミナルし 
ディ） 

4 

4 

20 

-> 

AB 

102 

SG ( 信号アース） 

5 

5 

7 


CC 

107 

DSR ( データセツトレデイ） 

6 

6 

6 

<- 

CA 

105 

RTS 糖信要求） 

7 

7 

4 

-> 

CB 

106 

CTS 糖信可） 

8 

8 

5 

<- 

CE 

125 

RI ( リング表示） 

9 

9 

22 

<- 


102 
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コンソールポート仕様 

コンソールポート/パソコンの9ピン COM ポート 


本製品の 

9 ピンシリアルポート 

CCITT 信号 

パソコンの 

9 ピン COM ポート 

1 DCD 

- DCD - 

1 

2 RXD 

<- TXD - 

3 

3TXD 

- RXD -> 

2 

4 DTR 

- DSR -> 

6 

5SGND 

- SGND - 

5 

6 DSR 

- DTR - 

4 

7 RTS 

- CTS -> 

8 

8CTS 

<- RTS - 

7 

9 RI 

- RI - 

9 
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切り取り 


保証契約約款 

この約款は、お客様が廣入された辟社製品について、胃に関ずる保証のを件等を規定するちのです。お客様が、この衍款に 

規定されたを項に同意風ナない場合は保証奠約を取り消ずことができますが、その場合は、ご睛入の製品を使用することなく 

販売店または跨社にご返な下さし、。なお、この約款により、お客様の法律上の権利力{制限されるものではありません。 

第1を（定勸 

1この狗款において、「保証書 J とは、保証期間に製品力姻廣した場合に巧社がを行うことを約した重要な EE 明書をいい 
まず。 

2この約款において、「が階 J とは、お客様が正しし、使用方法に基ブいて製品を作里)ミせた場合であっても、製品力、’正常に機 
有自しないが態をいいまず。 

3このが]款において、「お償イ^とは、製品が故唐した場を、辟社が瓶資で巧ラ当該ぶ障個所のをいいまず。 

4この約款において、「おお保証 J ともこの約款に規定されたを件により、算社がお客様に巧し巧償 f 魄をおお束ずること 
をいいまず。 

5この約款において、「有償修理 J とは、聲品かぶ!障した場合であって、無憤保証力ぐ適巧されないとき、お客巧から費用を頂 
戴して戦±力巧う当該故障個巧の1誕をいいます。 

6この約款において、「製品 J とは、弊社が販売に際してお包されたもののうち、本体部分をいい、付属品および添付品など 
はままれません。 

第续（臟お10 

1製品力<巧唐した場合、お客様は、書に記載された m 巧間巧に巧社にがしイ^をめ頼することにより、無償な进の適用を 
受けることができます。但し、巧のを号に揭げる場合は、保間巧であってもおち保証の適巧を受けること方《できません。 

2鎌をご巧頼される縣こ、巧証書をご提示頂けない場合。 

3ご提示]!いた保証書が、製品名および製品シりアル No 等の重蜜事項力巧話入または修正されていること等により、偏造され 
た疑いのある場合、または製品に表示されるシリアル No. 等の重要事項が消去、削除、もしくは改ざんされている場合。 

4販売店筋が保証書にご曆入日の証巧をされていない場合、またはお客様のご曆入日を確誌できる書類（レシートなど）力嫌 
付されていない場合。 

5おをなが製品をお買い上げ頂いた後，お客様による運送または移動に障し、落下または衝^に起因して故障またはし 
た場合。 

6お客樣におけるを巧上の誤り、不当な耽造もしくは修理.または、解±が指ちする屯のなかの機器との接続によりな障また 
はした場合。 

7火巧、地震、落雷、風水害、その他天変地変、または、異常電圧などの外部的要因により、ホ障または破損した場合。 

8消耗部品が自が磨耗または自が劣化し、消耗部品を取 D 換える場合。 

9前を号に掲げる場合のほか、故障の原因が、お客様の巧用方法にあると認められる場合。 

第媒 mm 

この約款の規定による{鍵は、次のを号に規定するを件の下で実施します。 

1條巧のご依頼時には製品をが社修理センターにご送付ください。胃センターについてはを製品添付のマニュアル（里子マ 
ニュアルを含みまず）またはパツケーン‘をご確認ください。尚、を科は送せ元負坦とさせていただきます。また、ご送付時 
には宅品硬など逊姬え力游る方法でご送付ください。郵'逊ょ固くおがり致します。 

2修里は、製品の分解または部品の纖もしくは補修により斤います。但し、万一、 f 觸が困難な場合または f 魄費用力舉品 
価格を上回る場をには、保狂対象の製品と同等またはそれな上のせ能を有する他の製品と交換する事により対応させて頂< 
事がありまず。 

3ハードディスク等のデータ記憶装置またはメディアの修理に際しましては、修理の内容により、ディスクもしくは製品を交換 
する場合またはディスクもしくはメディアをフォーマットずる場合など力 f ごさいまずが、の瞭鞋社は記憶されたデータ 
についてバックアップを作ぶいたしません。また、巧社は当該データの5^、消失などにつき、一切の責任を負いません。 

4無償修理により、巧搜された旧部品または旧契品等は、弊社にて適ち:^®分させて頂きます。 

5有憤 f 鍵により、巧換され材日部品または旧製品等についても、醉社にて適宜馬案処分させて頂きますが、^^をご依巧さ 
れた際にお客様からお知らせ頂ければ、旧部品等を返品いたします。但し，部品の‘住質上ご意向に添えない場をもごさいま 
ず。 

第輪晚責糊 

1お客馈がご廣入された敦品について、算社に故意または重大な過失があった場合を除き、債務不履行または不ぷ子為に基ブ 
<損害暗憤責任は、当該製品の语入代金を限度と致します。 

2お客樣がご廣入された製品について、隠れた瑕曲があった場合は、この約款の規定に力、力、わらず、巧憤にて当^ SSE を修補 
しまたは^のない製品または同等品に交換致しますが、当該瑕曲に基づく損害賠償の責に任じません。 

3幹社におけるが証は、お客様がご睛入された製品の機能に関するをのであり、八ードディスク等のデータ記憶装置につい 
て、記憶されたデータのミ肖失または巧損について保証するをのではありません。 

巧 5 を馆効範励 

この約誠ま、日本国内においてのみ有効です。またをかでのご使用につきましては、薛社はい力、なる保証をいたしません。 





保証書 

この製品は厳密な検査に合格してお届けしたものです。 

お客様の正常なご使用状態で万一故障した場合は、この保証書に記載された期間、 
条件のもとにおいて胃をいたしまず0 
-修理は必ずこの保証書を添えてご依頼ください。 

•この保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

株式会社 バッファロー 


本社干 457-8520 名古屋市南区柴田本通四下目15ま 


お 

名 

刖 

フリガナ 





干 

ス 

住 

巧 





TEL :( ) - 


製品名 


製品 

シリアル No . 

本製品に記載されているシリアル No. (14 析の数字）をここへ、 

ご記入ください。 

保証期間 

ご購入曰より3年間 

ご購入日 


年月日 

※販売店様記入 欄 

ご唐入日が確認できる書類（レシートなど）を添付の上、修理を 
ご依頼ください。 


※ム乂下は巧社内での業務連絡として使用しまずのでお客様はご記入なまらないでくだまい。 


年月日 

サービス 内容 

担当 
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